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設計 村 野 ・ 森 建 築 事 務 所

施工 株 式 会 社 大 林 組
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設計tiIE工 清 水建設株式会社大阪支庖

位 医 大阪市南区河原町1丁目1537 帯地

主II 策而械 姐坪 357. 71坪 延坪 1，768.31即

地下 2 隣 169 .23 2 階 277 .26

地下 1 階 457.82 3 階 214. 51

中 地 隙 74. 43 4 階 200.51

慨 357.71 1l¥用 16.82
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懸 賞 競 技 設 計

建築の設計案が、 広く一般から懸賞募集されて、熱心 な建築

家の優れた 着想が採 用 される事は 、良 い建築 が出来る意味f [ 於

て誠I t 喜ばしい事である 。

只乙、で問題になる事は 、 その様 lとして選 ばれた当選案 が 、

真 IL施主の望んTご最 上の案に近 いかどうか と云 う事である。勿

論 、 その前提条件として 、審査貝の選び方、応募規定の内容、

審 査の方法等に問題 があ る訳で あるが 、多く の場合 、施主側の

審 査員よ り外部へ依頼した審査員 の万が多数て' あろう。 そ して

施主側の最 も望む所は 、 先 づ使い勝手の良 い事と 、予算内で建

設出来る事で あって、 そ の 上 f [ 造型的 iζ 美しい事であろう。 乙

れが満足きれないと 、 折角の当選 突の一部 が予 算 の為f [ 切落 さ

れたり 、使い勝 手の為 K 変 形 されて 、造型的 lζ ひ どく びっ ζ な

建 築 が出来上る : mf [ もなる 。

乙の為 K 一つ の提案がある 。審 査員 は、審査 に当る前 11: 必ず

一度 自分 で プラン ニングをや って見る事である 。応 募 者が長 い

期闘 の苦心 て・出来上った図案を 、短時間 で審査する のだから 、

乙の程度の 努力 は当然資されて よいにろう。乙れが応募 者 IL対

する 礼儀 で もあるだろう。乙の努力を経て乙モ 、 どのZ震がどの

点で苦労 し、 どの点 で 成 功 してるかを確 信を以て批判する事が

出来るし 、当選集の決定後、施主 から苦 情 が出たり 、計 画 案 を

変更 した りする不都合ーも 解消 されるだろう。

若し乙れだけの努 力 を 借 むなら 、最初から審査貝を辞退す べ

きであり 、万やむを得ず引受 けになら、俊 良 案 を推薦す るK と

どめて 、 当選 案 の決定権 は施主側 にー任するだけ の言語設さ を発

部 してnいたいものだ。 ( y )

け

ん

ち

く

の

め

:

担

建 築 家 と 土 木 家

山ヨ

建築と最も 近 い関係 11: ゐる技術 は土木

であろう。乙の二つの技術分野に従事す

る技術 者及び学会 i1: は対比 して参考 1とえ

る点が少くない。明治初期 の建築家と土

木家と 比 較 しでも、建築 η 辰 野博士 はイ

ギリス 11 : 留学したというても、 建築事務

所での実習であ っ た。 乙れに反し土木の

古市隠士は フランスの Ecole Central e  

des Art s et  Manuf act ur es を出てい

る。乙の両人の進 路 をみても辰野 同 士 l立

大学教授として よ りも民間的の事業に そ

の主はる活動 が見 られ、古市樽士 l立大学

教 授 から男 爵 tとなった 。 乙の伝統 は現 在

も残っておろう。

人一日本建築学会、日本建築協会の土木学

会に対比 し乙の 活動のうち、 ー審顕争当な

ものは下級技術者の養成1 ( 対 し熱 心 な乙

とである 。工 業高等学校の教育，ｲＺ Ｇ￞ｩｾ 'c 関

心をもっていられる乙とである。乙の点

は長所として益々力をいれてもらいたい

然し本質的方面f [ は土木学会 11: 学 ぶ所も

茜 Tご多い 。 ( .1 )  

(

五

十

音

順

)

小
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山

岨

卯

船
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l 建 築 の 眼

二 つ の 世 界 と 建 築

今度 の戦争のあと 世界は 「二 つの卒行 す る市場J 11 : わかれ た

乙と 、人類 を原爆 戦争からすくう唯一の道と して両者の卒和的

共 存が大きく浮ぴ上 ってき ている のは 人 も知る 通り 。と乙 ろが

乙の 「二つの世 界」 は建築 の函でも非常 κ ちがった様相を示し

ている 。我々の住ん でい る 「近代建築 ] の支配する世界では 、

相手方の事情は殆ど知らされていな い。そ乙から 色 々の誤解が

生れている。多くの 人 々はアメリカを中心の商業的建 築 が歴 史

の先端 をきっているのだと怒っている。叉今ーつの世界の中心

である ソヴエト 建 築 については 「新古典主 議J t.ごなどと皮相の

判断 で安心 している。革命直後から十数年ゐま りの華々しく「

新興建築J が論 じら れた 時 代の事情は 我 が国 11 : 割に多く紹介さ

れているが 、それが紙上のさわぎでソヴエト建築の本流; ま そ う

でなかったことさえ余 りしられていない 。群盲像 をなでる式が

通用 している。最近 の向う からの資料 をみて 考 えさせられる事

が多い。文化交流も段々 閲 け、近く学術会議の訪ソ団もでる。

井戸の中の蛙である乙とをやめ て、世 界の国と の建築と手を つ

なぎたいものに ( U)  

義

房

・

堀

口

甚

ま ん が 教 育

-::t::-

<=1 

ゐる 日G 生は O社 の現 場 をたずねた。

現場主任 I 氏 は Idea 強な人で 、工 法 11:

も新 工夫を と らさ れている方で あ る。談

たまたま同氏 の鉄筋工、コノ クリート 工

の「まんが教育 J f[ 及んだ。コーノクリー

ト調 合や配筋の理 を比除的 なまんがのポ

ユタ ーで表現 して 、現 場 11: はっておき 、非

常な効果をおさめたという乙とである 。

G 生はかつて協会の仕事としてコンクリ

ート工の数育を提案しその如何に困刻印〉

を知 らしめられた乙とが ある のでとくに

その Idea 11: 敬 服 した。かつて G 1 のい

ろいろな 守則を漫画で かいに数育 ｾ をみ

た乙とがあるが、 同じ Idea である。 施

工法ば か りでなく 、安全規則だ とか 、まん

が数育の応用は広いと思う。 いろいろな

職 場で乙、ろみられてはどうでしょう 。

機 智 f [ とんだ美しい効果的 な漫画ポスタ

ーを工夫 して、そ のうちf [ コンクールで

もやったらどう で しょう。 ( G)

横

尾

義

貫

:

け

ん

ち

く

の

め



ソヴヱト建築に対する疑問点の提出

司会 まず， ソグエト建築について，みなさんから日頃

思っておられる疑問点をだしていただし、て，それをム

んなで解関していきたいと，ｾｾ 5  ('1 

笹川 ソグエトへの疑問は. 政治的な強制のもとの建築

はこういう Cl assi c なものができているの ではない

かという疑問，建築自体のイデオロギーとの関係如何。

為政者がし、てその為政者の考えを建築に施した場合に

そうし、う建築の様式となっているのではないだろう

か。つまり，政治と建築との疑問だ。私は，為政者の

なかから出てくる建築は何か装飾的なものがゐるよ?

に思う。

ミテイ

薬 袋 国民性，生活の習慣などの表現が建築といわれて

いる。ソグエ ト建築には，結局， 1930 年頃の構成主

義からみうける建築のうちに， 1950年のものよりも ，

僕たちにはうけるものがある。現在の建築は20世紀の

それでないような感がする。それは，現在までソグ エ

トは秘密主義をとってきた。ソグエト自体は進歩的だ

が，t佐界的にみると封建的だ。外観だけからみると ，

そうし、う印象をうける。外観からみると，関阪さが欠

けている。近代性という点からは何か異質なものを感

ずる。もちろん， ソグエトの国民性，風土性をもっと

研究してからでないとはっきりといえぬが。

回中 私は戦争前に大速におり，向うの文献などをみて

いた。私は現在の本当のソグエト建築はあまり紹介さ

れていないよ うな気がする。向うにはもっと落着いた

ものがらる。 i アノレプイチェグツヮラ ，エスエ スエノレ

〈ソ同盟建築誌) J にでているものは，どちらかといえ

ば，アカデミィの建築のように患う。民族的見地から

みれば，アカデミィでないもっとし、L 、ものがあるので

はないか・・ o  

vJ 、綜 ソグエトでは国民は低級ではないのか ? と思う。

その平民の生活，衣食住の面から建築をみていく必要

があるのではないか。冬では箆房などの点でど うして

いるのか，お聞きしたい。

木村 向うでは，設計の方法はどうなっているのか。建

築家の社会的立場はどうなっているのかn 国際的にみ

て，とくに他の共産圏の国でもみなソグエト建築のよ

うな様式をもっているのか。

角田 ソグエトの建築で気がついたものに， 1937年頃ハ

パロプスグにおった時，ア 7 : / タジ { があると思って

いた。しかし，最近 7モスコーの建設」と L 、う映画を

みたとき，高j弱のものがどんどん建っているc これは

どうしてこうなったのか ? 施工法の近代化などの点か

らλ ると . その様式と吋ァチせんような交がする内

司会 いままで，みなさんからだされど疑問なり問題点

を手よなりに一応まとめると，

1. 1930年頃のいき方はイ γ ターナショナんのようだ

か‘ それからどうしてはずれてきたかp

2. 建築と民族の伝統の問題がある‘

3. 建築の風土性 l ocal ty の要素のプj7i 、非偽ーに近代技

術以上に強いのではないか。

4. 社会主義リア '1 ズムというものよ. 施工閣で: 立近

代技術的だが，デザイ γ では昔のものを綴りにして

日 時 l昭和30年 2 月21日 午 後 2 時ょ η

会 場 日 本 工 芸 館

出JW/4i' 付野様子干( 村野 ・森建築引務所々災)

( 発言順〉

笹 川 季夫( 大成建設大阪支活設計3県民〕

楽 袋 公 明 ( 日 建 設 計 工 務 設 計 部1

田 中 良 太 郎 ( 大 阪 市 大 理 工 学 部 教 授1

小 林 武 夫 「 大 林 組 設 計 課 長 〉

木村約一( i 清水建設大阪支庖設汁部長〉

1iJ 田 栄( 近畿地方建設局建築課長〕

( 司 会 ) 浦 辺 鋲 太 郎 ( 編 集 委 日 長 )

ソヴエト 述築It 種々な問題を内包し ているが，この座談会. " はそ

l i l が設計者の立掛から取上げられた。当初コ村野，中西両先生の対

設の形式で企劃されたと ころ. 中西六郎氏のやむをえない急用 のた

め結果的には村野藤吾氏を囲んでの座談会となった. ここにソヴエ

ト建築の解釈についての方向が歴史的にも又現実の問題としても見

且 ｌｾ れつつあることを定限なる涜者 ｬ 土感じられるであろう。

、『 日 参照した資料名

A P XI1T ゎ: ETYPA CCCP  

:  ｃ Ｈｈｈ Ｚ ｔ ｃｾａｈ＠ A I:' X l tTI ': 比1 T P A

11 

I  Russl and 

|  現代建築学のｾ臣室

I  ¥' コプ ・チニノレユホプ

1953，一 l より

1954- 12まで

1953，4  

1953. 1  

玉 村 春 夫 沢
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やっているように思える，この解釈は ?

5  建築の価値評価は大衆が決めるとし、うが，果して

大衆が決めているのか，あるいは為政者が決めてい

るのか ?

以上 5 つの疑問点をだしたが，ここで，村野先生に

まず， 1930年代からのうつりかわりの点から話してもら

いたい。建築家としてそれを追求していきたいと恩ふ

つ の 鍵

村野 私にも提案さしてもらいたいp まず第一に，ソグ

エト建築が，進歩とか，後退とか，いうことが一体ど

うしていうことができるか。第 2 に，資本主義社会と

社会主義社会との関係である。労働力の価値の問題を

みる必要があると思う。これがソヴエト建築の変化を，

それに為政者と民族性との関係からλ たときに， ソヴ

エト建築を理解する鍵になるので、はないかと思う 。労

働力の価値の問題からみると，生産性のある機械や工

法を使うことになり，一般に建物は単純な方角に向う

はずであると思う 。 1930年当時は，スタハノフ運動な

どがあって，建設競争をする時だったので，建物など

も単純で‘ あった。ところが，この噴の建物は複雑であ

る。その複雑さは何故そうなるのか。労働力が不当に

使われているという状態ではないかと考えられもす

るe もっとも不当ということ自体に問題は残るが。し

か し， 一面，民按性の上からみれば，民族的な演しみ

を建築に表現することになる場合には，労働力の価値

ということは間短にならぬこともある。このような二

重の疑問があると思う。いずれにしても，近代的な技

術水準と，民族的表現に含まれる手工的な安易さと L 、

うことがからみあって疑問が主主されるようである。

司会 19世紀にそリスは 「手でやる喜び」をいっていた

ヵ，..・・ 一。

村野 その喜びは，労働力の価値という問題における

即労働力を生産的に使う点では， 次第に失われてい

き，その点ではアメリカとも同じでおると思う わマル

グス もいって い るように，同じ生産力を使っても，終

局において，異質なものが生ずるというようなことは

24 

イズへスチヤの建物
1928年頃

かような状態をさすのではないかと思う 。くり かえし

ていえば，近代濯築は生産力が土台になる。建築材緋

および工法の進歩したものによっている。 この点で

は，資本主義国であっても社会主義国でも同じだと思

う。( 註，建築の進歩ということは建築の生産のこと

をな味する一一村野〉。さらに，第 3 の問題として， ヒ

ュ{ マニズムの問題が起ってくる。( 註，ヒューマニ

ズムというのは，資本主義とか社会主義とかいう問題・

からとり 残 されている問題をとりあげる場合に考えら

れるからである 。一村野〉

1930 年 に 見 る

村野 1930年頃， 円本の建築にもプロ ・リアリスームの問

J mがとりあげられ，建築界でもいろいろラジカノレな問

題が論ぜられたり，またイ γ タ{ ナショナノレ建築の問

題なども 研究されたりした。そして，私はソゲエトの

建築を見る lヰ的でモスコ ーにいった η 革命後13年目の

ときだったと思う 。そのときは，ウグライナ方面の建

築が最も盛んで‘ あった。もちろん官庁の建築である。

モスコーに一週間滞在がゆるされ， 小学校，共産党グ

ラブ，工場建築，大衆の共同食堂，バ γ 工場，各種の

アバート，官庁，百貨盾などを見学 したり ，大学を訪

問したりした。その折，タトリ γ ( 装飾家 ・自由職業

家で，有名な革命記念塔を設計した人〉に会った。彼

は，スイディシュ系の人で，北欧特有の，ゴーノレデ γ

・へヤ 〔 プノレ{ ・ アイで，選訳も非常に立派な男だ

といっていた。ついでに，当時の彼の服装を参考のた

めに一言したい。一般に当時のロシヤ人のみな りはら

われであったが， タトリシも紺色のカ y ターシャツに

ヅポ γ をはき ，これも同じスイデイシュ系の若い婦人

と，バ γ に紅茶という極めて簡単な朝食をして いた。

きたない奥まった一階の部屋だったっそ乙で彼は手を

1bげて， 言 々火をはくように話ししたことを，今でも

言stl ¥してし、る。

その折，彼はいっていたη 「われわれの目標はアメ

リカニズムを追いこすのだ」と c これは，生産力を生

産的にアメリカに追いこすことだろうと私は解釈して



ア パ ー ト ベ ト ロ フ 設 計 1 9 5 0 年
19 5 3 年 頃

いる内そのようなときだから，非常に大規模な建築で 建限期でのやリ方

も ， 一般にはｾＮＮチの荒いものが多かった ｮ しかし 笹川 建築思潮といったようなものに政治的なものがあ ・

共産党グラブなどでは，内部など多くはこまかし、もの ったかn

があった内生地のままのものをだし，木などは隠し、た 村野 その当時は建設時代だから ，技師を速成的に養成

りしたものもあったが. 壁などの色ではロシヤ特有の するときでもあったη それと同時に，新しいイデオロ

強い色をだしていた角一般的tこいつて，いわゆる穣成 ギーをもった技師を教育する。学校の建設なども懸賞』

派の建築といったようなものが形の上にあらわれてい して読与するというがミ況であったの帝政時代では文盲

るようには思われないが，交通整理とか，公付の他の が 7 劉もいたから，これをなくすために，その当時は

笠伝的なものにはあった内しかし，共産党グラプの定 小学校の建設を大いにやっていた。 したがって， い

物は他の建物と異なり新しくあったが，どこかにロシ い，感L 、はいっておれなかった時代だ内しかしレ「

ヤ的な歩みを感ずる建物であったことを記憶してい γ クラ ー ドでは，教会も破壊されておらず落百きいて建

るc 建物は一般に灰黒色で，なかには白色のものがあ 訟を進めていたし，また町全体もそスコ ーと異なり古

ったっ当時のロシヤの建物の色は，西欧の新建築の色 央的であったれ教会といえば，モスコーの一番大きなー

とははなはだしく異なる印象を引ナ，ロシ γ 特有のも 右名な王立会堂はさすがに破壊されずに残されていたe

ので‘ あった。 ロシ eγ 人と宗教とのつながりの強さがうかがえる。

司会 古い革命前からの建築家はどうしていたかわ 回中 村野先然のお話は現在でも説いているように恩'

村野 その当時は，民衆のなかで一番いい地位にあるの う。建設の時代が戦争のために控折され. 建物はほと

( 主，建築家，医師，技師だといっていた。革命当時は

革命政治家だったものが，十年後の建設時代には，技

師，医者が有力な地位をしめていた。医師のアパ ー ト

を見学 したとき，内部の様子を見てその金活程度がわ

かる し，ロ シヤでもやはり医師は時間外に宅診を内戦

しているとのことで- あった。またそスコ ー大学を見学

したときも，一般の服装は非常に悪かったが，大学の

先生たちは立派な背広をきていた。当時大学の先生な

どは， ドイツにいって都市計画などを研究していた。

大学: では， ドリチャェフ，ギ γ スプノレグといった当時

日本でもよく知られていた教授に会ったが，いずれも

革命国の印象はなく ，学究的な静かな印象をうけた。

大学の研究などは i Russl andJ にでたものもあるし，

学内に，雑誌に発表された図面などが張りつけてあっ

たことを憶えている。古いロシヤ風の建築の学生ホ ー

ルで二，三の学生が静かに，シヨワギをして遊んでい

たのを見たとき，日本の左爽学生の尖鋭的なものと比

較 して興味があった。日本の建築だってそれに似た感

じが為る。

余 開

村Ａｬｩ ｴ 先生のｾ築 ｉ ｬＺ対する打込振りは今夏こと改め

てl打上げるまでもないことである内この座談会が終 |

ってしばらくしてから御禁容を裁いた r私の古い 1

ノートに将いたものを思い出したのでf. ' f 召してお送 l

りしませう 」 との趣のものである，一ーその後先生

の多忙と風邪のためにこれは本号ーには聞に合い兼ね

るかも知れないが，又その後ある会合で次の如きお

訴しがあった。

I  1927， 8 年項のソヴエトの状態は宮本百合子の

I i ; g 椋』に詳しく脅かれているからお読みになると

好いでしょう。私 I' i . 先日の峰談会で一つ大切なこと

を忘れておった。との国にはi苗2監のないことで大衆

の消費を通じて力が出てこない，残るものは縮力と

伝統と科学になる。それらの表れがあの建築になる

のではないかと感じたから，ちょっと追加 しておき

ます ｾ ( 4. 4 浦辺記〉
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スモレンユク広場前の政庁 19 5 2 年 明

グリアレイフおよびミン Y ス19: 計

，んど破接された。それで，新しくまた建設がどんどん

進められてし、る。高級樹将者の養成よりも，教科弘，

設立| 基準などが主豊富で，一応低い技術でもどんどん建

設が進められるようになっている η 最近では，それが

落諮fいてきたように思ふ

:村野 当時は消貨物資を抑えて建設; こ廻していた時代だ

った。そのロシヤでは少数の高級技術をつくる ，それ

には充分な施設と研究を与える，人多数は速成の技gni

をつくる ，ということだった。

司 会 この「ソ同盟建築雑誌」で・発表されたものは速成

ではできないと思う。

ー笹川 私はソヴエトの政治の最高幹部は政治吸で教養は

あまりもっていないと思う 。それが建築に宮殿みたい

なものに表現される。為政者はぜいたくな希望をもっ

ている。それで，モニュー ，J Y :!1 ノレなものをつくりた

いとし、う思潮にかわってきているのではないか。

西欧約考へ方ては

ヰサ野 私もそれは疑問ではあるが，建築はやはり大衆に

アピ{ んするものでなければならない，ということか

らでてくるのではないか。ロシヤ人は民族性が根強い

のではないか。それは西致的な考え方では理解できな

い。その民族性を為政者に も考えさせる。革命のあと

析しいものを考えるが， 実績があがらない。それぐ ら

い民族的なものがあるのそのような建築をわれわれの

考え方でみようとしても， 多分iこわれわれの考え々は

西E史的だっ私は; 設近のソヴーにト建築をその国のあり方

からすれば是認することになるのではなし、かと思う 。

笹川 土方氏の演劇の話を最近聞いたが，向うでは大衆

の教育は演劇で・教えているといった方がよい。演劇で

は古典的なものがうける《建築で もそうではないか。

村野 モスコ ーでも，先程いったように，大きい宗教建

26 

レニングラード地ほの住家

， . . 築{ 主こわさなし、。こわされないのだc そこにも民族性

がある。ここに ，これらの資斜にでてくるこれ、う建

物がなぜおこなわれるかとし、う疑問が理解されるので

はないか。

田中 最近，民族的なものがでてきた一つの理由は，す

( 土全部破壊してイシタナショナノレなものをつべってし、

たが，第 2 次大戦後は，各民族の自主性を認めてきた

し，各地方の自治国の民族性も 認めてきたーこ とにも

あると思う 。

司会 構成主義は少数の者がとりあげただけで. 国民の

なかの血にはいったものではなかった，のではないか。

村野 構成主義はよくわからぬが 2 つの方向に進ん

だ。生産力の方は共産主義へ進む。それに民族性がプ

ラスする。この変化が一国で

る国はなLい、、。資本主義社会カか冶らみた建築とソヴコエ二ト為

政者からみる建築の 2 つの商カか‘ らみると . たとえば，

ナチスで左翼的なものをおいだした，その忍甥諺茨はア

メリカで成功しているつソグエ トでも労働力の価値は

利潤と関係する，そうすると資本主義的方式にならざ

るをえない，それで為政者は民族的なものを重視する

のではないか。 ci 主，ここでマノレグスの「異質なもの

に変る 」 ということばを思いだす一村里子)

私は大局的には，ソヴエト建築を，そのｾり方 とし

て，現にあるのが当然の変化だと思う c

〔休憩〕

いるいろm般に絡が咲いた。 ' / ウエ l アカデミーへの質問状につい℃

も討議され， とくにそのなかの芯匠の長についての質問事項に肘愉点が

集中 し たＮ参考までに同質問状 のｾ匠の 項目をかかげる 。

愈 底

1. 日本及び欧米諸国において l t ，貧困にH いて行わ乱ているオーダー

や蛇腹等の古い彫刻的装飾要素 ｉ ｾ Ｇ ＮｬＡ築 の 近代化 の 方向と相反すると

考えられており. とくに高い技術 ｪｾ 水司自を有するニとによ勺ご成立



- ，- る社会主事童相会目ニあってよ， 手工業 Ｈｨ ＲＩＡｩＮ［ の称。ＺＺＱＺＮポ后ナるの Ｎ ｾ

lZ 工いか。 J . Ｂ 、 ｬｾ 建築等 のナぐ れた技術的成民主Ｎ ，ｪｾ しているので， Ｎ

1品反このことを感ずるのでめるが。

2. 貧困の数多〈の強策はそれが{ i ' じごあれ. また学校であれ，なんら

か- ) : I J I 似した要素主もってい る。 たとえば，! R 俗であり. その先に

3 らめく 昆であ り， また業主平によるレリー 7 である。 これらは: 勤時、

なく 取りつけられるものではなく ， なんらかの文学的. 歴史的. あ

るいは精神的内容を持つー口、るものと思うが， いかに ｾｉＧ 町 ＱＱ ・ベ ｴＡＭ な

のか。

3  日本およ v: 欧米諸11，' にぶいては， 近代処策という枠のせどがとおい

てではあるが. 建築評論が活滋; こ行われ. それば' l { 1 誌を通じたり。

; お匝会とか討治会. ｾｴ 霊会 の ｊ ｅＡ こよっている、 質問においては建築

に批判および評鎗: i ¥. t J ・なる縄関組織によって行われているか。 と

くに作品に対する附史の批判. 主どのよ うに建築に結ぶついている

也、ζ

村野 「国民の批判はどのようにおこなわh ，るか」 とい

う点はうらやましいの円本でも戦争直iJ. 自分自身のも

のになりつつあったが， 戦争， 戦後は. 現在の通り

だa 外国の建築思潮は，円本では商業主1 t . 的過程を経

て完反する傾向がある η そこには正しい理論にもとづ

いた函民の本当の批判をi還さないで発展するように思

われる。これは円本にお. ナる新及型i発展の蒋しし、特長

と思う。つまり . 建築発受の過程において. それ自身

の漣論がなくても発喪するという 特長であるe

文 明 と 文 化

司会 では，さいごに 「進歩か，退歩かの idii 値判断の間

rm にうつりたい。

笹川 弘は退歩だと思う c ｾｲ しい感誌のもので装飾され

たものでゐれば進歩だが。模倣を前提においた場合，

jil 歩だと恩ト

薬袋 いや，過去の形をそのままもってきたら模倣であ

るが，近代的なものは他国のものをとりいれたとして

も模倣ではない。

笹 川 それは智識だ。

村野 進歩とか退歩とかの問題において，文明と文化か

にわけで考えてみたらどうか。文化として考えると，

j佳歩に も考えられる。文化的にはソグエト建築は肯定

的，文明的には否定的とはみられないか。

薬袋 ソグエ l の! t : 活を知らないから私には想像できな

し、。

司会 f牛. 活にはーザイシ( かくあること) とゾノレレ γ (

かくあるべきこと〉の生活がある。ソツレレ γ を標準と

すると，ローャ建築は考えられないと思う。

田中 もう・つ ロシヤ人の生活を理解する上に考えた.

いのは，ロシヤ民族は非常にナィーグな民族だという

ことだ。たとえば，幾民なんか，非常に素朴で，われ.

われ H本人にも追を尋ねるし，またごちそうしてくれ

る内

村野 それが団体的になると，集団として思想的なもの・

がある。

笹 川 H，( 主対応性の問窓を考えたい。すまい方に対応性ー

がある。しかし建築には対応性がなし、。

角田 近代的な.抱工技術をもっていながら ，それがどう・

してこう L 、うロシヤ建築の様式になるのかわからな

L 、。

村野 しかし その過程には必然性をもっているはずー

だ。

田中 ロシ- ¥，の演劇に しろ，音楽にしろ，琴線にふれる

ものに非常にし、L 、ものがある内建築にはそれがあるか

どうか。

村野 いかんながら，わからなし、。しかし. ¥，、いか，怒

いか，という問題でなくて，われわれは理解するよう

努力すべきだと思う。

!  :  I  I  I  I  i  
紫 煙 室 I

I  !  I  

医 者 と 建 築 家

g: エ11 ' 寺々，建築家というものと医者というものと対比

して号えることがある p この場合医者と云っても，我々

素人から見た医者というもので玄人の医者から見ればそ

うでないというかも知れない《

医者がある患者を見て，どのような手段を尽しても生

命は時間の問題だとしづ場合がある門患者は医者から見

( まなされて絶望の揚句，祈とう，まじない，信仰とあらゆ

ることを試みる。そのうちにどうしたものかグ γ グγ 良

くなって医者が絶望だといったことが嘘のように恩われ

ることが為る。建築においても同じようなことがよくあ

るp どう見ても危険であると考えられる建物が地震が来

ても無傷で‘ あって我々を鰐かす場合などがそれである。

そうすると，この建物は危険ですと警告した建築家は素

人に対して嘘をいった様な印象を与える。

伴 潔

上記の場合，医者も建築家も決して嘘をいっているの

ではない。患者が死んだり，建物が援れたりすれば，死体

を解剤したり，或はコ γ グリ ー トや鉄筋を持ち帰って詳:

細に研究調査すれば，死んだり壊れた理由が解明される。

しかし死ぬべくして死なない場合，壊れるべくして援れ

ない場合の解明は極めて難しい。素人はこの点を仲々恕

解しようとしない。建築構造学の研究が援れた理由の追

究のためにさいた努力と等量の努力を壊れるべく して援

れない理由の解明に設いやす必要があるのではない か。

しかしこの道は更に峻しく，厳しいものであろう 。

患者は苦痛を訴えるが建物はいつも無言てある。建物

が人間と同じ様に若し 「こ の梁にはストレスがか L りす

ぎて痛みます」というとしたら構造学はもっともっ と進

歩していたであろう。( 筆者 神戸大学工学部教援〉

I  I  I  I! I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  !  I  I  I  I  1  I  I  I  I  !  '  I  I  I  I  I  
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商業建築における Advert i si ng Val ue 

こ与に二つ新しい建築がある。

古いこの街のープロックを取払ったこの敷地には消々

ーしい緑色の耐熱的子とユテ y レススチーノレのスバ γ ドレ

ル ， むしろ青い硝子の塔がすっきり 守 | ーった様に兄え

る。

1 階広間はバータアベニューの高官道よりそのま L 硝子

.1最を透して連り，更に素晴しい事にはうピ庭となる中庭は

そのま L ピロテイを通じて開放され，その織込みには美

しい彩、の柳芽が春の陽に埋めいている。

大援を渇望し，大腸を愛するこの街の人々はこのさ L

-やかな憩の核( コア ー〉に朝となく，! A となく集い散じ

i

 

l

 

---，
 

正

ピロテイの階上は一般事務室となり同じ緑の λ パ Y トー

レノレが全敷地に拡がっており，その屋階は社員グラブの

遊歩場であ る。

基準階は敷地の三分のーが一階広聞に重なって美しし、

緑の硝子壁が二十数階に及んで空間を仕切っている べ桜

殺されたガラス療は屋上からのプ γ ドラによって上，

下，左右にご. 人の職工を乗せてガラス壁を磨き乍ら静か

に移動するc

この街の市民の小さな憩の中心として深く心に結び (-j

けられたデザイ γ は，この建築主の社員の能率を上げ，

事業は更に数十倍の躍進を続けている
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x  ×  x  

こ L で私(1デザイ γ の表現にf、Jt 、て，

叉建築主と設計者との関連に付いて，か

のグロピユース氏が教示する。堅実な悠

築への八つの階梯 。( 註1) を想起する。

すなわちその第二階梯には設計者の自

己の天才を記念する建造物ではなく，生

活の流れをE在る容器であり，近代生活の



動的な様相をｾ収し得る背景を創り出すのに充分にエラ

ステ: ; ; !l でなければならない 3

そして新しい表現を探究するデザイナー述は人より変

ったもの， 叉は前例のないもの， 泊三宅的なものを求め

て，イ也の建築家迷よりすぐれた1 "1己の才能右記念する目

的に7をろ うとしている C

この心情では正しいデザイ γ は出米ない . これを除き

去って初めて真の建築革命の精神が，あらゆる場所，あ

らゆる人々の聞に棋をおろのである。そしてその後に最

良の共透表現を創り出せるのだというの

叉第三階梯においてはこれに建築主との関連に於て矢

存のデザイ γ があり建築があるのだ。建築家がおとなし

く建築主の考えを受け入れなければならないというより

建築主の必要をみたすに充分な構想をつくり，それに建

築主を溶いてゆかねばならない。建築主ーから無意味な気

紛れや，好みをおしつけられた時は，その少の背後にあ

る其の要求を見付けて彼を矛盾のない全体的な) } 法の中

に導くべきであり，建築主を結論的に説得するよりも ，

彼等が何を必要としているかを正しく判断しなければな

らない内

そして建築はその次にデザイ y と構造と経済に| 却して

これらを包括する社会概念に対して未来に対する先導と

: 確信をつかむべきである。場合によっては彼等に反抗し

ても ーー ，と烈しく忠告をしているの

×  x  x  

- J j 商業建築に於ける効果は単に限新 しい造型 と云コ

織な浮動的のものであろうかの新しい経済社会に永続す

る為の精神はその建築主がすぐれた憎想をもち，それの

来の要求を求め得た建築家が正しい f甥業精神に姦いて臼

由な造型的表現の展開を市民に対して訴えるのである。

デザイ γ ，構造と経済に関連した機能的な表現は社会

に連り. 民衆に直結して， その却」態から， その表現か

ら，その材料から，その色調から反応を求めている 。

しかしそれは単なる造型の自由なる構造体の強調のみ

でなくして， その木来の目的の能浮に拍車を人れなが

ら民衆を指導する建築の精神的関述を見逃してはならな

い内 これは安易，快適，安全であり . 親しみ易い，忘れ

得ぬ印象を呼起す環境である。

建築主はその建物の凶的により民衆にアピーノレする IjJ

は勿論であるが，なお社会的な斡. J < のl初 議 と し て 乃 必

然性をその企業の前にJ巴主主しなければならなL 、。

商業態築に於けるアトパタイジ γ タ¥パリウ( Adv e-

rt i si ng Val ue) はこの辺から生れて来るのであるぜーー

宣伝効果とか広告価値と云う怠味ではない一一。

かくて哀の商業建築を完成したその日 よ り民衆はそれ

に親しみ，その企業は拡張され，経営面の条件は白々に

( 霊位となるとき . 建築家は初めて正 しい解答を建築主に

与 え 得 た の で あ る 。 ( 筆 者 竹中工務活設計部長)

( 位1) W .  Grol>ius :  8  st cps  toward •. Sol i d Archi tecturc  

樋口 i背訳

Manuf act ur er s  'r rust  Co. :  New  Y ork.  S K I DMOR E， OWI NG 

&  MERI L L . 建築事務所設計

ll 
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近 鉄 会 館 が 生 れ 出 る ま て 竹 内 孝

去年の 4 月初旬設計に取りかかり. 1 2 月25 口の夕

刊スマスの日に 7こけら落し」をやってその淡をゐらわ

した近鉄会館は，竣工前の宣伝を一切差しひかえただけ

にかなり世人を踏 かせて 「突如出現」の感をあたえたら

しい《会社の内部でも，調査計画から出現に至るまで全

く超スピ { ドであったが為めに，その全体を知っていた

者は極めて僅かで . 多くの社員法は皆等しく闘を見張つ

たものだったの

現した全容はすでに知られている通り，劇場二館と食

堂管'f. 銀行，貸事務室，観物拡それに売場の形で道路

を越えた向側敷地 の百貨庖と地下で・連絡をつけた全くの

tU合体建物で，鉄骨鉄筋コ γ グリ{ ト，総地下一階，一

部地下二階付，四階建建T I i 約631坪，延Ty. 2. 700坪，他

に: 食品街( フ ー ドセソタ{ と名づけられている 〕の320

坪を抱えたものである。

一階を主客席と L た大劇場の上六吠国劇場は二階の高

さにまで平場席が続き，三階から四階の高さに観覧席の

ギ ャ ヅ 1) . ーを架けて椅子府令言十 1. 200 入。この客席の幅

員は19. 3米，舞台の前端から観覧席最後部までは約31米

天J干高 10. 8米というポ 11 ューム 内 舞台の間口は巾 17. 8

米，高 8. 9 米とし、う広大なものに，杉本健吉函伯に下回

をお願いして大和と伊勢の建国にちなんで，ヌ人と人魚、

が幽幻高雅な音曲をかなでつつ25の鍔を舞う高踏的な構

図のどんちょうを下げた。

舞台は巾 32. 5米，奥行 10. 5米， 天3円高は舞台面から

18. 8氷 オ{ ケストラピ -;J 1、から照明，投光，マイク等

はもとより，せりあげ，楽屋付浴室等に至るまで万端整

えて. かなり大げさな蟻il やショ ーの演出も出来る設備と

規僚と ｾＺ 持たせ た 。 ｅ 央画は シネマスコ ｻプの基本的なデ

ータ{ を完全に設計の骨子とし， 映写幕も巾 17米 ， 高

6. 5 米という最大なものが設備出来る大きさに構えたも

のでーこれが後になってピ スタ ーピ ジョシ形式を採用し

たのは営業方針が然らしめたものである。結果に於ては

近代的なこの両形式を完備して. ｾ央函も演劇も出来ると

いう万能劇場になってしま った釈で、ある。

地下劇場は椅子席約 700 人の邦画封切場で一般的なも

のである。

この会館のあり方の特色としては二階の生活文化セ γ

ターである。 関西電力を中核として一流の電機メ{ カ{

瓦斯会社，水道局. 電々公社. NHK. 大林組等から生

活に直結する器具の出陳展示と突演，金活文化に資する

; 待決議習場，会活改善の指導 と得談等々に当てる場所を

設けたぺ当初私達はア ミュ ーズメ γ トセ γ ターたらしめ

ようとしてこの建物を色づけて考えていたのだが一一 (

収支計算をとりづっ企画する立場の者には当然の事であ

る〕一一しかし会社の最高方針がこれを避けさせたe
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当社はその深い沿線，多くの名勝史践を擁してい る関

係もあってかねてから蛍利を紛1 てこれらの保存維持に

覆面の努力と犠牲とを払ってきているのだが，そうした

関連から賢婆古美術工芸品，古記録や写真版などを集較

してその数もかなりになっている 。こ れを完全に保存し

ながら一般にも公開したいとし、う事がかねてからの会社

の一念顎であった。そこでこの会館が鉄筋コ γ グリ ー ト

造と して大阪市中にできる機会7こ一階をこの民的に当て

ようとして，会館建物の当初計画三階建てを四階建てに

変更した。その後防火肪湿，紫外線による退色の心配，

建物エレペーショ γ の問題等から，こうした寂安美術品

の展示は断念して生活文化に寄与するものにしようとし

てこの文化セ γ タ{ の性格となったので・ある 。こ れに関

する限りでは，収支計算を外してまでアミューズメ γ ト

セγ タ{ を避けたところに，一興行師の興行建物ではな

く，公共事業に生きてゆく欽道マ γ の経営する興行建物

であるという一つの見方がで・きると私は思っている。

既に記したように，社内的にも全く唐突の出現である

として篤かれたというのは，この話が社内で真剣に持ち

上ったのは二月にはいってからだった。それから具体的

な調査やラフプラシを作ったり，工交を算出して似支計

算を採ったりなどで. i窓々態度のきまったのはこ月下旬

だった。それから敷地内の支障建物主主転‘ 道路移設とそ

の地下占用， タタシ ー駐車場，市バス禁場の移設，受電

設備の抱強などの対外交渉にとりかかるとともに，基本

設言t. を進めつつ着工の準備も同時に始めて，三月の下旬

には敷地の整理にかかる段階にまでなったe

この煩しい内容と 絞雑な社内手続の中にあって，かく

超スピ{ ドに事が遂ばれたのは当面の担当責任者と して

の私自身にはもう是正にずっと以前から腹案ができていた

からだといえる 。

一一それというのは，ここ数年来絞っている上本町 ~

布施聞の枝々線工事に関して上本町京の 拡 張 計 画 が あ

り，それに伴うこの附近の整備問題が派生するだろう事

は容易に案知できるので， そのさいはか く為るべきも

の，或はか くありたいものという希望的な計画案をかね

がね腹中で練っていたのだった。そして この前年，昭和

28年の秋，伊勢紳宮の遷座祭が執りおこ なわれるのにそ

なえて，とりあえず上本町駅の南降車口を改築して 9 月

2  0 日に竣工させたのだが， これにはも う既にこの地

援の全体構成を作ってその一環として意匠したものだっ

た。けれでもこの時の社内一般の空気 としては，南降車

口が面白を改めた事によって相当束lJ げきをう けは したも

のの，まだ燃えるような事業慾は湧ぎ立たず，美観上何

とかしなければなるまいーーという程度のものだった。

それが半年もたたないう ちに急拠話が具体化してしま



ったのであるが. 既に私としては腹中に策を持っていた

だけに 基本的のものを打出してゆくのにはそれ桜時日

はかからなかった崎

支障建物の移転についても . 率いこの一団地は大部分

が会社直営か或は傍系会社経営の木造建物て¥一部分に

天王寺警察怒の瞥鍵詰所と他人地ヒ戸分があった松度で

ある。勿論計画は他人地の氏以を先決条件となる梯Jこは

しないでＮｾ収ができなくてもよしできれば俗よしとい

うように成長させてゆける平岡計画を: t : てたのだったn

( これは結局' J . J . 収不調に終ったが， しかしそのために設

計の変更をしたり. 工事工科に影響を及したりはしなか

った)

警を羅諸所のプJ はどうしても移転をしなければならない

場所だった。土地は近鉄の所有だが，建物は煉J .Gs でプミ

阪市の財産となうているが. 会館建物σ: 中LJ ，とに近い処に

あるので. ぜが非でも診転を願わねばならなレ p しかし

移転先の適当な土地がどうしても物色できない供一方現

場はその撤去の必要に迫られてきたので lヒむなく一一全

く」七むなく政策のないままにその変沙に出かけた弓筈祭

器の入: = 1 には敷庶立ないのだが，この! 時の敷市? だけは高

かった h

磐長? こ向って屡々事情をのベた末. 彩、の }j から提示し

た条件は

「会館の建築' こ戎; 隊のない位笠に{ &: 技法Y却を建て て詰

所をそこへ移す。詰所の永久建築はその後において双方

協議の上位置を決定して近鉄の資用で建てる」 とし、う頗

るあいまいなもので. 勿論ニんな程度で話が決められる

とは思わなかった，せめてこんな線でもだして話合って

いるうちに何かつかめるだろうとし、う当てにならぬ当て

を当てにしての話の釘り出しだった。 k.[!，が，1E く意外の事

に. 署長l土関係署員と協議の未 よろしいー との簡単ーな

返事にすっかり私はあわててしまった円

私は今でも会社の業務上随分と数多くの支障建物の移

転や買収に当ってきたのだが，今度の均台のようにこち

・-らが弱身で立つ場合にはかならず極々と条例ーをつらけれ

たものである。こんな時にはー替人間のみにくさ. 人間

の破廉恥の姿があらわれて，いつも私は惣々しい思いを

してきたものでらるごむしろこの頃では，これが人間共

通の救い難い無智さであって，むしろ到底神にはなり得

ない人間臭だといったようなあきらめに似た観方をして

いる手ムでさえある p

今回の場合で・も相当覚悟はしていただけに，何の条件

• • • 
もっけないのでこの即答には，私カ;t きもを妓かれたの

も無理はないだろう t それと 共に，ヌド庁への相談もなく

て決定的の返事を された事についてかえってこちらが不

安に思った位だった角 そ こで御丁寧にも私は重ねて

「本庁への交渉はどこの課へいったら一一」 と念をお

して見たが， rそれは暑の方でやりますn あなたの方は

何かとお忙しい様ですから一一」 という返 'Ji に三度びっ

くりだったが，そこ まではっきりといわれてはじめて私 ー

は感激したのだった。窃類とか，型式とか， )1蹟序という

ものがやかましい官庁だけに筒もー沫の不安を持ちなが

らも，私はこの移転工事にとりかからせたが. 結局この

問題についてはこれ以上私は箸へ足を遊んでいない。叉

謎類も 「将来本建築をする J としづお座なりな， しかも抽

象的な詩識を一枚出した以外には何の手数もかからなか

ったn そして移転先の仮建築が出来た頃には. 警察電話

の引込，移転手続や告示などすべて全部署の JJ で積極的

に進められ，こちらの希望の日にその通り移転されたp

私はこれ起うつくしく心温まる対外交沙は長し‘ 会社勤

めで空自I ] の事であり，恐らく絶後ともなるだろう内全く

相手を倍額し切った紳土協約を交された事を私は幸福ι

さえ感じてしる。そして無1言無形の条内二は，雄弁な条件

以上; こ柑手を拘束するものである事も休験した内お役所

も民主的になればこんなにまで簡単なやり方が出来るも

のを まして会社なればーーと反省もしたの この問題に

ついてはし・ささか多くを書きすぎた様だが，美しい話は

機会ある毎に一人でも多くの人につたえたh がいし、と思

ったからである事を諒とされたいわ

大きな対外交渉のものとして道路の移設があったp 元

赤十字病院( 戦後は占演軍に接収されていたが最近叉赤

十ヰヰオ: に返還になったようである〉の正門に至る近鉄本

社再i J の東西道路を， この会皇館宮前で

その【下Fを{ 借背用して檎築物を築こうというと しい、うカか、なり B薗罰

倒な問題があつた。この移設は近鉄線上本町~布施間終

身線工事に伴う上本町駅拡張改良工事につながって. 毘妊

に前からある程度市当局と交渉を持っていた問題でらっ

て，都市言1・図上必要な改良案であるとして大[ 本諒解点に

達していたもので，これが会館建設を機会; こ実現を早め

られたのではあるが，地下の占用については一応上本町

駅と会館との両敷地聞を連絡する地下道の建設として総

められる ｾｊ になったのだった ｣

この他パス停留場の診転， 市電に沿う歩道部分の変

更，関西安定の電柱や市電サ イドポ ールの建植替え，上

下水道やガス主系統の変更，タクシ ーの駐車場や乗降場

の問題など，皆それぞれに柑当の時一日を要し結論までに

は経過の変化もあったが， ともかく会館竣工の 12月25 口

を同様にして完工 しよ うとし、う諒解 も得られた 《

こうして諸問題の見透 しも っき，一方会館の基本的な

設計も完了 したので 4 月初旬突施設計を村野さんにお

願いすると 同時に， 工事の方は大林組の手でi直ちに銅方

の準備に とりかかって頂いた。村野さんの JJ の図面ので

きるのを待ちかねて宮庁手続もした。社内的にも従来の

類取扱方式や業務処理方式までも変更して一途に年末

竣工を目指して突進した。設計も強度計算も見積も施工

も官庁手続も皆同時に出発 したかたちだった。 しかし敷
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地内にあった蛍業用の諸建物はその都合もあって或る期

間営業を許していたので，この部分の取星空しを完了する

には 5 月下旬までかかり，結局会館の本体工事の施工期

間としては 5 月下旬から12 月下旬までの約 7 ヵ月という

すEになる 。

このヱ事を概観して感じた事が二三ある。

この会館は， 地下階ではブ{ ドセ γ ターと 名づけてい

る売場と食堂街と ，一階では食堂と銀行と，二階では生

活文化セ γ ターと名づけている貸室とがそれぞれに劇場

という特殊建築物と長い海岸線で開放的に接触する様に

つとめた。勿論要所は完全に防火シャ y ターで区画して

L 、る 。

現在のところでは，こういう複合した経営体の劇場建

物はその例が非常に乏しいのではないだろうか。映画と

いう近代的な営業体はもっと活発に他の蛍業体と共存し

てゆかなければならない筈である。ここ一両年来，映画

の綴影方式や映写方式に於ては革命的な変遷をとげつつ

あると同時に，他面ブイノレムの不燃性も完成されようと

しているし シナ 1) オも吟味されている現状を思う時，

少くと もこの近代設備の近代映画劇場はもっと気楽に他

の施設の中にとけ込んでゆかなければならないと思う。

それが依然として独立した建物となり勝ちなのだが，こ

の原因には種々あげられるだろうが，法規や条例に於て

も一因を作っている様な商もあると感じた。

次は道路下の占用であるが，道路ではかなり広い囲範

の用途に対して許可される事になっているが，実際には

極めて狭く制限されているのではないかと思われる。一

般公衆の用に供する連絡地下道としての大阪での第一号

は，三越百貨庖前の市電軌道を横断したあの連絡絡でら

ろう 。けれども営業用建物としてはその例は非常にとほ

しい。

地下鉄が敷設されて駅に通ずる数多くの連絡地下道が

設けられたが，戦後の者しいけいこうとして売屈のはん

らんからこうしづ地下道にも例外なく設けられ，ｾは庖

舗に変貌するなどして，公道下の地下使用目的が大分ぼ

けてきたようである。殊に最近やかましくなってきたパ

ーキ γ グスケースは，その機能土地下に建設されるけい

こうが強くなるのだが，これには相当に広い面績を必要

とするため敷地周囲の道路下をも利用せざるを得なくな

ってくる筈である。しかしこの建設費はかなり高くなる

ので有斜にならなければならないが，そうなれば一つの

営業体ともなる。使用目的が営業体のものに対して許さ

れなければ，路上の自動車の洪水は朝治の救い得ない大

きな悲劇となるだろう。この占用目的を局限している厚

い鐙は，無数の姿なき自動車が突き当り， 突 き当って，

結局好むと好まないとにかかわらず，この一角からくづ

されてゆく様な気がする。道路下の占用目的には一日も

早くもっと視野を広げてゆかなければならないじゃない
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だろうか。こ の会館の場合，道路の全幅，長さ は18米，

土被りは 1. 5 うj ( : ，多少交渉には曲折があったが，結局l主

当局の時勢の流れを察知された叡智によ って処理され

たっ都市建築の一つの あり方を示唆するものがあれば幸

いである。

次に挙げたいのは此処の地質が非常によい引である 。

地表に近い ＱｾＲ う Ａとの比絞的柔い土質は別として町それか

ら約10米位までは堅硬なす、土層で地下水もなく，垂直に

掘方ができる起だった。地下二階の下に設けた浄化槽の

基礎盤下までは 10. 64 米だが， ここまで掘り下げてやっ

と小石交りの砂時がでてきたが. 勿論非常な宅街突なもの

で，地下水位もこの深さで、あった? 従って湧水に困る事

ぱなしむしろ雨後の溜り水を排出する設備を必要とし

たのだった。大阪市中で一番いい地盤であろう 。従って

隣地の只収不調に終った人家との聞は，地下二階まで垂

直に銅り下け' て境界一ぱいに柱を立てたというまことに

前例の少い工事を敢行した。これほ前記の堅硬な地盤で

あることを前提として計画をしたこ存ではあったが，内心

矢張り心配をしていた。幸い人家は軽い建物であるとい

う好条件であったため，工事による騒膏や粉塵による迷

惑は別として，地盤のゆるみから来る補償は割合に少く

てすんだ丹

それから去年は奉から初夏ヘカ什て気象上未聞の多雨

現象だった。了度 4 月下旬一部の捌方に着手したその翌

々日が雨で，それ以後は一日か二円置きにきまって雨叉

雨で，雨にたたられ通して 6 月末まで続いた 、結局土工

工事の全期聞を雨にたたかれたという皮肉さであったの

こういう不可抗力や営業政策上からきた設計変更等もあ

って工期に非常な無理が来たのだが. 接工期間滋として

動かさなかったので，施工面では左程大きな現場でもな

いのにあらゆる機械カを動員された。パワーシャベノレや

ベノレトコ γ ベア ー， パケットコシ ベア ーは普遂として，

アディテ ーター，テ ツカー，コ γ 〆グ fil - ， トルナード

やドライプイツドなど. さながら土建機械オ γ パレ { ド

の観を呈した程だった。研究検討の段階にある機械まで

をともか くこの現場に投入して完工を決意された大林組

の火の様な努h ，そしてそれに後れまいとした電気エポ

の紅屋商会，箆冷房換気工事の東洋キャリア等設備請負

( 52nへ絞< l

練式会社ケントク大限制区梅栂・産経ピル前

電 糖 掴 働 @ 15 4句6. おifI嘗



| 妓 術 講 座 |

劇 場 を 主 と し た 室 内 音 響 船 越 義 房

1. Ia : しカZ き

建築音訟の立場から凡てi込い劇場と lよ，場内のどの胎

からも舞台上の演技がよく見えて，舞台からの声や音楽

がよく，はっきりと聞えるもので必くてはならない。そ

の 為Jこは，建築の設計に当って，どの械な条「ドを満足す

る織に考へたら良いのであろうかれ

劇場の座席に坐って，舞台上の演技がよく凡える為に

ｾ＠ J : :，前j紹の人のi読が視線を妨げないがが必要である。自

分の直前の席の人の頭の上から舞台が比えれば申分ない

が，その為には後 ) J の座席の床は伺竺17臼く U f て造られ

ねばならない。これ程の事( 1望まれなくても， I紅前の席

の 2 人の耳目の聞から，今一つ前のlあの人の頑を超えて舞

ｾ Ｇ が見られれば，さして不使はな ｌ 、。 この場合にも，程

度の差こそあれ，後}j の床が次第に i自i くなる様に造られ

る必要のある事は云う迄もない。そしてこの様に造られ

た客席から観覧する人は，舞台の i支者の台調を楽に聞く

そｾｾＺが出来る事は誠に好都合な話である 。 これは，人の目

と耳とが殆んど同じ高さにある事によるもので，その為

に，舞台がよく見える惑は，舞台からの直接音がよく耳

iこ入る容を保証する結果になる。故に，良い劇場と云わ

れるものは，客席の床の縦断面が良い座1m曲線である事

が第一条件となる。

所が，劇場の奥行が非常に深い場合には，床! f f r l話が理

想的な座席線曲に造られていても，ずっと後方の観客に

は芦が属きかねるものである。その理由 (1，直接音の強

さは，音波、からの距離の 2乗に逆比例するからである。

講演する場合の人の声の大さは大体 60- 70 ホγ だと云

はれ，これが直接に明瞭に属く限度は騒音度が Oならば

大体40 m 程度と云はれるが，普通の劇場の機に騒音があ

れば25
m

程度となる。従ってそれより沌い座席に対して

は，天井や壁画からの 1 回反射音によってその強さを補

ばねばならない。この為には舞台の近くの天井等を反射

固に利用するのが最も好都合である。而もその反射商が

適当な凹曲面であれば. 反射音が収徴して， ーj扇補強に

有利となる。但し』質的調も曲線となる様な，いわゆる複

鈎閣を造ろうとすると ，その材料の選定と施工が相当厄

介となるから，この事も充分考慮して反射簡の形を決定

せねばならない。叉反射音で直接音を補う為には，これ

らの音が観客の耳に達する時間差が ｾ ｯ 秒以下で、ないと，

点可方の音が別個の音に分難して聞かれ， 言葉の明瞭度が

保下するか ら，I立接官と 反射音との経路差が17
m

以下に

なる j設な! 立習でに JI_射菌をとる事を忘れてはならなし 、。

;! r，るfMli r ; の人の耳に主主ーする音の大さは， 上記の様な直

後畜・と 1 回反射音の{ 也に， 2 回以上の反射音の集積であ

る拡散音 とから成るものと考へてよい。この綾な 3 成分

の合成から成る背の大さが，室内のどの位置でも充分大

きい為には， 全体として音波が強い事が第 1 条件である

ｾ ｉ ＧｦＮは云う迄もないが，直際音を強くする為には床断珂形

が良い座席曲線に造られる事を必援と し 1 回反射音が

強い為には天井等の反射函が良い形( 適当な凹曲面) で

あって. その部分の音響反射Z容が大きい事が必要であ

る。-第 3 1jl( 分の拡散音は，もつばらF室内の表面に伎はれ

た材斜の駁音率とその数量に関係し，室内を通じてほぼ

一定なものと考へられるから，これを強くするには，室

内材料の音符反射率が大きければ良い。

ところが，室内で発音を止めた後に音が減衰する状態

を考へると， 1直接音と 1 固反射音はすぐ消えて. 後には

拡散音だけが次第に減表しながらかなり長い間届って，

いわゆる残響と云う現象を現はす。この残響が耳に聞え

なくなる迄の時間 (残響時間〉がかなり長いと ，拡散音

をも含めた音の穴さが強い事になって，良く聞える 1 つ

の条I1ユを満足する事になるが，叉一方から見れば，成枠

の長いｾＨ主 Ｑ つの誇音 Ｈ ＵＰ 音の Ｑ つ Ｑ つの様な〉が長く

残る唱を意味するから， 27〈に発せられた語音と混同され

て， Ｇ［ Ｇ￬ｾは不朗瞭になる内この 為 に，残響はある適当な

長さに限定せねばならない。それぞ最適残響時間と云っ

て，その長さは音源の種類 (講演，室内楽，管絃楽，楽

劇，聖楽等〉 と室の容積とによって縫奨値が定まってい

る。→交に，音楽の場合にはある程度長い残響のあるプJ

が， 余韻間々として味わいがある事は周知の通りでＺ Ｇ ［ｬｩ ｾ

る。而もJサ併のE足音特性は音の振動数によって変化する

から，同一の室内でも音の振動数の変化に従って残響時

間が変化する切になる。 これを残著書時間の周波数特性と

云って，この特性が平坦である様な室が最も音響的に促

れた室と云はれるが，それを実現する為には， ! 反音特性

の異った種々の材料を組合はせて伎はねばならない。

主として芝居を上演する日本の劇場が，他のオ ーディ

トリアムに比べて音響的処理がむづかしい理由の第 1

(1，音源が肉声であって，而も発音の形式が会話様式で

ある本で，その為マイクロホ γ とユピーヵーの使用がliI
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※ないから，音源の強 さ を自由に大きくするｾ・が許され

ない h 従って声の到達距離は比較的短く，劇場の規模は

小さくなるべきであるのに，経蛍上の収支の点からは出

来るだけ多く の観客を収容する 為に大劇場と せねばな ら

ないと云う 矛盾が現実に行はれる IJ ，i である。更に第 2 の

困難!i. 舞台に書割その他の装置をする為に天井はプード

ウ測となって，大きな段音一面を形成し，舞台からの反射

音を有効に利用する工夫を設言| に取入れる事が困弾な事

である。然し， 一方から考えれば，劇場の規模の大きい

引は，当然残響時間の長い事を結果するから，芝t号に伴

う ｐ Ｎｲｾ物にとっては好都合であって，結局台詞の明Ｚｊｊ， ｴ 度を

多少犠牲にしても ，残響の比較的長い大劇場を造る事は

その窓旬、からは有意義な事とも去はれるe

2. 平 面 形

平商形じ限らず，断面形でも，室内仕上M料の逃走で

も，その決定は，その劇場がどんな事に伎はれるかを前

提条件と L て考慮されねばならない。歌舞伎座の様に殆

んど芝居にだけ使はれるのならば， { 也の演技の為の恥; 用

性とその為の音響条件の変化を工夫しておく必袈はなく

なるが，齢三会や講演会にも使用する事が予定される場

合に( i ， 残君事時間の調節が望ましい llf は云う迄もない

が，平商形としても舞台の倶l踊や背[ 討の形を変化して.

それぞれの場合に適合する工夫が必要となる e

縦割陥の形としては，正方形に近い様な組形ヵ: 汗滋で

あるが. 余りに細長い平面形は不適当である角この様な

形は. 音楽的に凡ても最後部の j島に直接音が居きかねる

不利があるが，これは反射面.の巧みな利用によって補は

れるとしても，舞台から余り離れては所作や表的を観る

のに不満足な事ーは争はれなし、。

舞台のすぐ前の側面，すなわち最前部の客 ｽ｛ｉ 再の棋のｾ

l信を適当な角度に造って，これによる反射音を後方の観

答，特に楼放下の観客に届く様に計画する事は無意識で

はないが，余り大きな期待は持たれない。それはその瓦

射音の経路を，高さの上で辿って見ると，壁雨上の反射

点( 土. 音源、と観客の耳との中間の高さの部分に在る司王に

なり . 唆荷のそれより下の部分及び上の部分は有効な反

射rmになり得ない。而もこの様な位置で反射された音線

の勾邸(1. 直接音のそれと殆んど同一であって，桟敷下

の観客に届く筈の反射音鵠は殆んど水平に近い勾配とな

る内この綴な勾配の音初、が前燃の観客の頭にi虚られて，

後方の観客の王手に届きかねる司王は前に述べた通りであ

るn 結局平面図の上で作図すれば，有効な反射音がと

れさうな側壁i話も，実用上は余り役に立たないと思はね

ばならない。

次に平商形で考へねばならないのは，花道の問題であ

る。獄舞伎座の様な本式の花道の場合は，音響上問題は

ないが，多目的の舞台の場合には，舞台の両端から短い

化道が斜めに造られる事がある。そして楽屋からこの花
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道への出口には丞i俸が下げられる p 乙の垂幕の下った Il 干

口の穴は 1∞ % の 吸音率を持ち，而も音波の近くにある

から，観照から見ると誠に大きな音の損失となる内この

様な場合にはこの穴を塞ぐのに何か適当な工夫があって

然るべきものと思う。

叉この劇場を芝居以外のもの，特に音楽演奏に使う場

合には，舞台の背筒，側面及び天井のプドウ棚で， 10( } 

% に近い背の駿l阪をされるのは全く痛手であるから ， ｩｾ＠

しIl ，来るならば，背l司にはグツペノレホリゾ Y トを， {日11"1訂

には臨時のk 射婦を，ブド 'i 棚は何等かの方法で司王いで

反射I話に変化させる事が出来れば，その煎j場は菅平尊的に

も多討 (i 力な性格をかなり良く備えたものと云うi $ が出来

ょう p この燥な舞台の計画案は持っているが，突例は未

だないので， 言{ r i i " : 者の優れた考案を期待する次第で丸

る。

客席の両側同は，その規模にもよるが，一般には完全

な」何i ' i可てないんーが良L 、。その聞きの角度は6

0

以上が訴

ましし、。完全な平行I屈の場合には，それらの 2 imの|切で

繰返反射が長く残る事があり ，叉それらの 21前の問に事1 (

まれた空気柱が，その固有以動数と 一致する膏にだけJl

1¥鳥する危険があるからである。特に来l楽に於ける太政，

主主，三時宗等による打音によってこの様な現象が起りや

すいものである 。但しその固有板前の波長はZUE柱の長

さの約 2 併にi l i : l 、から，同壁l自の距殺が速い場合には，

普通の音源によって対帥百hの起る心配l土余りなし、。

3  床の断面形

床の断 ｩ 歯形 Ｈ￬ｾ￭ｊ に述べた様 ｴ こ，後 Ｉｪ 程上る様な ￘ｦ こせ

せねばならないが，その造りプJ にはl紅線の連続から li 足る

折線形と，曲紋で造られる座席曲線とがある p 無駄のtc

い完会な設計としては勿論座席曲線かよいが， "立;";1ーも施

工も多少面倒になるので， 折線形断面 もよく伎はれる，

第 1 図 に於てF o A，A B， B C がそれぞれ与へられた

勾配の直線で， F が干JI 焦点〈すなわち音源J である時

に， C の( 立債の観客 P からは，了皮その直前の紛答 Q の

頭民を超えて ｆ を見る事が出来るものとする 内至宝で ［ｊｾ の

様に記号を定める n

p  ＮＮＮＮＮＮＮＮ人のト ｬ から頭頂 ｪｾ の ｉ 宮】さ Ｈ約 ＱＳ ＢＧＢ )  

J  ・0 ・座j部自i J 後の|甘j 隔 (lffi IT_80
c m

松度 j

Hc .  ・線分B C上の人の闘の{ 立霞を結んだIIl

線と ｆｆＢ とのｾ点、を ｃ Ｇ とする時 ， FC
r  

の! 訴さ

lc .  ...... .tiL焦点 F か らP 府( 可視限度の座席) 迄の

7J<平距灘

然る時は m= s!p とすれば，可視限度の組離 lc は '/J 話. .

て与へられる。

h す此= 111.  J1c  ........ .. ......... ..... .. ..  .(1i 

A の位置及び B の位置が，それぞれの線分の上の可視.



斗J ト

.pc - - - - - - 1  

第 1 1' :.(1 折 線 j 巴 M、 断 面l

.p 

浪皮である場合には， ｆ から ａ ｙＮＮＮは ｂ 主主の ｊｊｴ 平距離も ｉｾｪ

傑にして求められるし，階上の長選放に対してもこの理論

; まそのまま適用出来る。実際の劇場に於てもfl 焦点 F をど

己にとるかと云うと，講演に対しては演者の口の位置か

或は段上の札の首i ] 端， ( F Fo
勾 2. 1

m
) 映画の場合にはス

グ リ ー γ の下端 ( F F
o

当 2. 6
m

) ，演劇! の場合は舞台の前

総 (. F Fo
与 1. 3

m
) にとる。従って演劇に対して充分な視

野を持つ様に計闘すれば，仙のものには充分過ぎる視野

となる。ところが，突際の劇場では向分の直前列の 2 人

の観客の頭の問から，今 l つ日i J の痛の人のJ ii4を超えて鐸

千fがλ られればさして不向由はなし、から，その; ; ? ; 合には

よ式の s/p のイ℃りに 2s/p を入れれば良L 、。従って lcの

悩も 2f符となるの

h 〉= 2m・Il c 但)

ｉｾＺ ゆ ｦ 凶を 第 Ｒ 図 の様に 座席曲線 Ｉ仰こ造れば，後 Ｉｪ の ｉｬ ｄ

の上りは第 1 図の折線形の場合よりノl、さくなり . ｾ主 Ｒ 義的

に有利となる勺

第 2 図に於ては段目iJ 高if lFo Tだけがih線であって，そ

の1M擦を (11 ，h1 ) とする。( 突際の劇場では，階下の場

己「には F o T は7. K 平となり，その長さは式 (2) による可

視限度の長さにとられる。叉階上桟敷の場合にはT がそ

の最前防に相当する。) T より後方が座席曲線になって

いるものとして，その上の{ 工怠の 1 点、 p ( 座標 X ，y) の

位置を求めると

i 2目 3026 x  1/  P 、l .  . r  P  

円 L-.［ ｮ Ｍ Ｍ Ｍ ｬｏｧｬＨＩ ｾ ｴｾ Ｋ 爪 ＲＫ ｬｴＱ Ｍ ｈ Ｉ 1+[ [ ーら…

(3) 

この時のP点に於ける曲線の切線の勾配 1/k は次の式

で与へられるから，これが法規の制限を超えない様に吉1・

阿する必要があるの

1 1 i _ _ _ _  x 寸 ( /J _  ¥ 

k  =，;- F .3026 ｬｯｧ ｊＮ ｯ￭ ｾ Ｋ＠ 1  J +  ｴｾ＠ ¥玄+れ- H)

.. (4)  

Jti. 線形断面の時に述べた1如こ，前l指の 2 人の i項の聞か

ら視焦点を見る事で我慢するならば，式 (3) 及び (4) の

mのイにりに 2 mを代入してよ し、。

建物の設計に当って，この様な曲線を作図する には，

i曲線の前後端の他に，中聞に 1 - 2 ，1立を選んで ，それぞ

ｾｮ＠ 2  I苅 阪 府 l姐 tI!<

れの x に対する y な式 (3) で求めて，図上でこれらを

滑らかな曲線で結べば良い。これを正弦曲線で代用する

刀法もあるが，説明は省2与する。

4.  天井の断面形

舞台の中の天井については再 ｾｊ ｝ｺｴｴした通りで ー 淡劇の ｩ 揚

27にはニれを反射商とする事は不可能であるが. 音楽や

; 講演に使用する場合には反射国とする取が出来たら申分

ない。磁放のゐる場合でも無い場合でも，存可25怖を起す

距離の観客には直接音が届きかねるから，プロセニプム

の31工くの天井に反射商を設けて，それによる反射音で古

を鮒はねばならない。桟数の下の座席に対してはこの

係なb( 身、I音は利用する事が不可能であるのと. 主義数の" ド

から忽に天Ji ・が低くなる事の為の音響抵抗の憎加との為

に， 桟i J r X . の下の座席は音響的に見て最も恐い位置とな

るη どうしても，これを補はうとすれば，桟放の位置を

i寄り盆り，その下閣に傾斜をつけて，それによる反射音

を利用するのが唯一の方法であるが，この傾斜面の面積

が小さい為に大きな効果は期待出来ない。従って条何が

［ＨＱ しさへすれば樹ｾは設けないか，出を浅くする戸

二の様な反射国の形と してどの様な商が最も良いかは

・8主に断定出来ないが，反射奮を強くする意味からは凸

[ 歯や平i函よりは僅かな凹曲面の方が良い。施工の上から

縦と績の断固に分けて考へれば，縦断国としては政秒J線

か楕円が良い。若しその焦点、に音源があれば. 放物線で

反射された予号線は全部明子とな り，楕円で反射されたも

のは全部第 2 の焦点に集まる。 すなわち l以敏性を持つだ

け，反射音は強くなる。勿論反射国の材料は，厚い硬い

滑らかな商を造る様な反射率の高いものでなけ』ればなら

ないの綴断面も，反射音の点だけから云へば. 縦断耐の

様な凹曲面が良いが，縦横とも曲線となる様な複曲閣で

は，これを仕上げる材斜とその施工とに困難を来す持が

予想されるから ，普涯は直線か円が伎はれる戸直線なら

ば，反射音は横方向には発散して弱くなり，同な> - ，ば多

少とも収叙する。

天チ| ユをこの様な曲面にする時にも，その幽凶' i i'II jから

後迄 1枚の曲闘である必要はな く，余り小さくない限り

何枚かの曲陥.の連続で良い。普通l丸曲商の継ぎ目を段

違? として，間接照明か換気孔に利用されるが この段迩
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: i l 的 逼 偵 ( m勺

irl 3 閃 主の本 f;( と最適残響時間 ( 500サイ グル (j ) 背 )

ヵ: 余り大きな孔となると . 天井による反射音がこれに妨

げられてー後方の座席へ届かない事になる。

反射音を直接音の補強に利用する時には， 1 つの絶対

条件がある。それは反射音が直接音より 1/20秒以上おく

れて届かない事である。 1/20秒以内に続けて王手に入る音

は 1 つの強い音 として感じられるが，それ以上おくれて

耳に届くと. 8Uな音として聞かれ，いわゆる反容となる。

この為に前後の音が混同して，安oって不明瞭となる。座

席の: 辰後部の壁と天井とが，両方とも反射材である場合

には，この 2 つの商で連続反射された音線は舞台の近く

の客席に かなり時間が経ってから帰って来る事にな

り，その辺りの客は不飼瞭な言葉を聞く事になる η この

l設な場合でも，天井ーからの反射は多少とも有効に佼へる

が，座席の後の壁による反射は有害なだけであるから ，

この部分にはいつでも吸音材を使う tj'( にしておいた方が

間違がないc

5. 残響時間と仕上材料

上沼の考へ方によって，収容人員その他の条件から平

面形が定まり ，床と天井の断面形も決定されたならば，

次には残響時間が適当な値になる様に仕上材料の種類と

その翻置を決定せねばならない。

践簿時間 T は次式で昔時手すれば良いハ

0  0706 V  

1' =  Ｍｓ ｬｾｧｬ Ｎ Ｐ＠ ( 1ー α5 ( m単位) - ・e ・・・ (5)  

滋に Y ・・・ ・ 室客積 (m
S

)

ＵＮＮ Ｎ ＮＮ ＮＮ ＮＮ 室の内表面積 Ｈ ｭ ｾ Ｉ

a  ..... .... 平均夜音率

当内の仕上に使はれる普通の材斜については，その駁

沓主容は参考容( 例へば建築設計資料集成第 1 及第 3 巻〉

に出ているから， 先づ吸音率 ( u. i) とその材斜の面積

ＨｓｩＩ との積であるｾ音力Ｈ ゐ ・Ｉを言問」する 《 その他に

聴衆としての人体や椅子，右直木等については 1 人叉は 1

箇当りのｾ音力炉心が表示されているから，これに人

数 ( n) 等を乗じたものと， 上記の材料の吸音カとを合

Ｇｾ￬ｾ すす ￨ｾｦ 全段音力が得られる。但し聴衆としての人体の

l虫音力の中には，その人の使用した椅子の駁音カも含む

ものである ‘ この様な全駁畜力を，その室の表商績で劉
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ったものが平均 ｅ 足音 ｾｦ である ｮ

α=-1  Ｈ ｾ ｓ ｩ α ｩＫｮ ｡ Ｂ，Ｉ＠ ...... .. .. .... ..... ... ..r，日

材料の l段音率は，音の振動数によって異るもので Lこ

れを吸音率の周波数特性 と云う) ，特に残響時間の周波'

数特性をやかましく云はない時には， 500 サイ 9 1レの予言

について計算するのが普通である。

式 (5) によって得られた残響時聞が，この劇場にとっ

て適当であるかどうかは，別な標準から検討せねばなら

ない。

残響崎聞は前述の様に，劇場の容積と，そ乙で行はれ

る演技の種類とによって. 適当な長さが迷うが，演劇の

時には必ず音楽が付随するから，台高の明脱皮: 主多少犠

牲にしても，残主堅持聞を長めにして，音楽に刻して快適

なものとする方が喜ばれる。 第 3図は‘ この様な最速残

響時間 と室容積との関係を 500 サイグノレの育について示

したものでらる。

この劇場を講演に使ったり，オヘツやオーケストラに

使ったりすれば，残響時間の昔話節をせねばならなくなる

が，大きな劇場ではこれは殆んど不可能と云って良いか

ら，結局多目的な劇場は，音響的には不満足なものとな

りやすい η

次に，この劇場の積怨時間の周波数特性を問題にする

場合には， 500 サイグノレ以外の音について， 上記と同様

な言fゴ隠そして残響時聞を求めるが，その特性が適当であ

るかどうかは第 4 図によって判断すれば良いと云ばれて

いる。然し第 4 図に示された各摂動数の音に対する残響

時間の比率については，諸家の意見が全く一致している

のではなく. どの振動数の音に対しても全く 一定な残宇野

時間を示すもの，すなわち周波数特性が水平な ｌￄｾ 械であ

る( 平坦な〕プJ が良いと云う窓見もおる。

何れにせよ. この様な快適な周波数特性を得ょうとす

ると ，材料の選定カ場開f にむづかしくなる。れれには先

づ材料の駁音特性について充分裂富な知識のある事が必ー

要である。

普通に使はれる駁背材料を，その特質から分けると 4

種になるn



①綿状の材斜で. 紘維の聞の細隊中で，空気分子が 音性が全体としてt曽大すると共に，駁音のピ ーグが巾広

振動する為に，空気分子の振動エネノレギ ーヵ・嘘 抗 に くなる。孔の代りにスリットを使っても悶じ現象が見ら

よって熱エネルギ{ に変換されるもの れるc 故に孔の大さか叉はその数を適当に変化させ. 或

② 板 状 の 材 斜 で，音の摂動の為に全体が膜状の強制u ( 土空気腐の深さを変化させる様な方法でこれらの材斜を

摂動をして，音のエネノレギ{ を1 N 収するもの 取付けると，全体としての共鳴範囲は広くなり，ピーグ

① テツグス状の材籾で司①と①の性質を兼ね備えた の平坦な吸音材が得られる訳である n

もの 以上の様に，材; 問によって駁音性の絞拠が異るから 司

④表面に孔叉はス 1) トのある磁い材、併があり そ 施工に当つてはこれらの特質を活かす様な使い方をする

の裂に空間があって‘ 1 つの共鳴訴を形成 し その 事が大切である。例へば②の板状の材料や④の共鳴駿収

共鳴振動数と一致する音のエネルギーを駁収するも 材料は表面を塗装しても阪音性に殆んど影響しないが，

の( これを共鳴吸収 と云う〕 ①及び①の繊維質材糾を塗装すれば高音に対する駁音性

①の材斜としては. 岩綿. カラス綿， 布地等がある は著しく淑少する。叉①と①の板状の材料( " 1 振動する事

が，その吸音特性としてはＮ空気分子の振動の ｪｾ ，、音ー によって低音に対する殴音性を現はすから，この振動を

すなわち高音に対L て殺しい吸音性を表すが，低音に対 妨げる様な取付方をすれば低音に対する駁音性は失はれ

しては吸音性が弱し」 特に厚さの薄い繊維( ヵーテ γ る訳である内

等) の場合に，この性質が強 く，厚 さが厚くなるほど低 この1援な知識を元にして，希望通りの残禅周波倣特性

い音迄段収する様になる ‘ が得られる様な材料を選定し，取付方法を定めねばなら

②の材料としては，カラス， ニベ ヤ等が最も顕務で¥ なL、。残型車時間に対して， 今 1 つ考へねばならない草ー

その固有振動数は. 材料の硬さ，厚さ，大さ，形及び下 は， (5) 式で明らかな様に，残響時間 T は笠客積V に比例

地への取付方法によって変化するが，普通伎はれる様に し，平均1 N 音率の対数に逆比例する事であって，若し長

1尺から 2 尺角程度の場合には 100" b 以下の所にあるも い残響時間を望むならば，先づ第 1 に容積の大きな劇場

のが多いらしく ，振動数125- 4，000<>0の l段音特性を見る とする必要があり，逆に容積の非常に大きな劇場では吸

と， 125" 0 の所に最大偵のらるものが多い。材料が厚く 音材をうんと使っても，残響詩聞を短くするま誌は困難で

なり，硬くなり，寸法が小さくなる程固有振動数が高く ある。

なるから，同ーの材斜でも取付方法を変えれば特性が変 吸音，/ ; 1 ，併の選定が終ったら， その配置であるが， ー

化するβ 板状のものは概して，低音駁l以に役立つが，駁 般的な原則としては. 音源の近くは反射.;1;1 とし，音源か

音主義の絶対値は①の材料より遥かに低し、から，それに対 ら速い部分程強い1 N 音材を使うように心掛けねばならな

抗するのには数量を多く伎はね; まならなし、。 い内

①の材; 併は最も普遣の駁音材料で，低音に対 してはベ 6. 騒 音 防 止

ニヤ板の程度の殴音率を持ち. 高音に対しては綿状の刻 最後に残った問題は騒音防止であるが，騒音の樹鎖と

斜よりは小さいが，かなり 大きな駿音率を持っている《 しては外部から来る交通機関その他の騒音と，同一建物

この微な材斜と板状の材料とをほぼ間企使えば，大体に の他の部分で発生する騒音と，劇場内で発生する騒音と

於て平坦に近い周波数特性が得られるだろう。テ y タス がある。

の様な特性の材草寺は自分で工夫する事も出来るので，例 外部からの騒音を肪ぐには窓を無くすのが第 1条 件

えばベニヤ板の表E討に布を貼って使えば，ほ r 両者の特 で，現，代の劇場はすべてこれを実施している c 第 2 の騒

質を合せた材料が得られる内 音源として最も普通に見られるものは，換気の機械設備

@ の共鳴段収材料は最近特に注白せられ，叉重用せら から起るもので，これを防ぐには磯械の振動が建物の構

れる材斜で，アノレタイノレの様に金属板に多数の孔をあけ 造体に伝はらない様に防振 プム等で絶縁する と共に，換

たもの，サ γ ライト ‘ タイガート ーγ ベニヤ板等の検 気〆グトの 1部に駿音材を内装して，いわゆる消音ダク

な磁質板に孔をあけたもの等の菜園に空聞を造っておく トとせねばならない。自家発電装置があれば その室の

と，板の厚さ，孔の大さ. 空間の泌さ等に広じて 1 磁の 屍を防菅原にし，ペースには防接プムを挿入し. 排気管

共鳴器となり，共鳴摂動数に一致する音のエネルギ ーを からの音も劇場に入らない様に工夫する内新聞社の様に

著しく駿収するの従ってその吸音特性は共鳴周波数の所 建物の中に工場を持つピノレに劇場を設ける場合に (1，特

で急に大きな値を示し 他の振動数に刻しては僅かな1 N に細心の注ｾｾが必要で、ある。

音性しか現はさない。これによって特定の脊を選摂段収 第 3 の劇場内で発生する騒音は，主として観客の出入

する事が出来る訳である 内 の際の足音であるから，床材斜に弾力性のものを選ぶの

この様な材斜の孔の英国に木綿の程度の抵抗膜をおく 州可より大切である内

か，豆立は空間の奥に繊維質の殴音村を入れておくと，殴 最後に，騒音とは多少意味が違うが. スピ ーカーの問
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題がある。劇場 の建築音響的処理は苦心してやっておい

て，さてスピ ー カーから出る声を聞くと全く不明瞭留ま

るものが少くない。これには 2 つの問題があって. 1つ

はスピ{ カー及びそれに接続する電気設備の性能が窓い

為に，初めから言葉に歪があるもので，特tこスピ ーヵー

の箱の設計の惑いものが多い様Iこ思はれる 。すなわちス

ピーカーの前面の穴がスピ ーカ{ の直径より小さかった

り，叉はその穴の前に飾りが付いていて，その為に音が

反射され ，原音と干渉して歪むもので‘ ある。箱の正面の

穴はスヒ・{ カ ーの径より大きくし，布張として何の飾り

もないのが最も良い。スピ ーカ{ そのものが悪いのは論

外でゐる。

i  I  I  I  I  I  

第 2 (1スピー力ーの1 Q . 付位置で，音響だけの点から云

へ:1. 舞壬? の前んーの天井近くに 2 個のスピ{ カ戸を一緒

ι まとめて . やや外方の下を向く様に取付けるのが最も

良い、電試設備の技術者が最も気にするのは，スヒ・ { カ

ーからの返り音がマイ F に入って，いわゆるハウリンク

を起す 巴主であって，それを避ける為に左右の照明室の ｉｾ

に取付ける例が多いが，この場合は照明隻より前方の席

と. 左右のスピ ーヵーの音が干渉し合う中央部とで，非

常に音が恵くなるから注意せねばならない。出来るなら

コ - Y J i I . ! のスピー力ーを避け，セイラ{ 型等の }5向性

の強いスピ ーカーを比較的舞台に近く耳立付ける ) j が結果

が 良 い 。 ( 筆 者 日建設 計工務KK技師長)

1 紫 煙 室 目

I  I  

住 宅 難 と 建 築 家 の 立 場

七年の長 きに渡った，保守吉田政権が遂に崩援 し 去

る二月廿七日に行はれた総選挙を通じて保守，革新の各

党とも，住宅政策を花々しく掲げられたことは戦後始め

てでしょう 。

第二次大戦の戦禍を被った欧州各国，中共ヲ予も兵先に

住宅政策を取り上げ，瓦際の 中より『何ヵ年計岡』とかを

実施し，一応の成果を挙げて，新しい{主え群が建ち並ん

でいる写真を雑誌等で見る度に羨しい限りだと感じるの

は，私一人ではないと思います。

今迄の保守政権による住宅に対する貧困な政策はその

極に達し，戦後十年を経た今日において ，未だ府営. -r1i 

営住宅の申込みに，無慮数万の市民がひしめき合わねば

ならない状態は何を物語っているのでしょうか ?

同居，間借り，嬢舎住い，或は別居生活等によって，

もたらされ，繰りひろげ られる処の，世間の無数の悲劇

が，これを如実に物語っているのではないでしょうかの

最近の新聞紙上には，毎日この住宅問題を取り上げて

いると云っても過言ではありません。この慣はとりもな

おさず，より切突になりつつあることの左証ではないてー

しょうか今

この時に，苔荷建築家はもっと、住宅難、と云う 言葉

を味わう必要がありはしなL 、だろうか。従来ややもする

と吾々は，庶民住宅に関してあまりにも無関心でおりは

しなかったか。そのことは公営住宅の場合にしても，関

係者以外は御{ 支所仕事だとして，なおざりにされていた

様に思えます。

吾々建築家が， この問題をもっと真剣jに取 りとげ，あ

らゆる角度から専門家として，研究 し， 活 動 し 協 力 す

る使命があると思い ますっ

プラ γ ニ y クに，ロ ーコストの面について施工の技術

舗

山本 茂

や. 不燃化，高層建築の問題，或は敷地の問題等も，ま

だまだ色々と与究する余地が，十分にある筈です。

致地 の問題にしても，市内に低い地図の土地がない為

に， りっぱな田畑をt貸して，建築敷地と変え ‘ それだけ

れ獲を減らして行く n そして一方市内の焼跡には，花々

たる雑草＿こ覆れたｾ大な七地が ， 放置された伎になって

L 、る‘ なんというア y パラン ス ! これなどは . Il J 論の力

により，適切なる立法措置を講じ. 困っている人迷の為

に. 何とか良し、活用の念を拓かれるべきでしょう《

l再々建築家は勿論のこと. 建築に関係のあるすべての

人法によって，かかるこの様な問題を取り上げ，皆が考

え. 協力することにより，住宅難を解決する一つの途を

聞くことが可能なら しめるよう建築界の一大運動として

日本建築協会が雑誌、建築と社会。を通じて守この運動

を催i隼されんことを望みます。

第二次鳩山内閑も ，住宅十カ年計画，初年度四十二万

戸建設の公約を致 していますが，結構なことです，これ

が公約のムに終らないで. ぜひとも笑現してもらいたし、

と期待して止まない次第です内

( 唱者 六 日本 土木l ( ] ( 大阪支! 古 〉

吋 合 防 |耐 |丞
は

を(に(間
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劇 場 を 主 と し た 照 明

ま え が き

劇場照明は特に建築との結合に依って設計施工すべき

で，照関設計者としては建築の平商プラ γ が作成された

後に設計すべきで、なく い同時にプラ γ を考える様にすれ

ば，間接照明のとり方及び照明器具の取付方法な ど無理

なく自由な計画が出来る。が，現在住々に建築設計図が

作成されて後に照明r諒博ーに手渡される傾向があり，設

計及工事施工者としては，せっかくの計画も施工も充分

に出来ず想像以下の結果となる事が多い。建築設計者と

の連絡を密にして併行の線で設計を進める様に心掛ける

べきであって，建築設計者に照明立主びに器具等の設計を

たよらず照明設計三者の考えを建築設計者に相談し，意見

を聞き建築物にマ y チした設計を為すべきである《

叉電気室，照明室の面積及位置等については電気関係

者が予め設定してから建築設計三者に申しスれ決定する様

kこすれば，使用者の理想の設備を得ることが出来る内

以上の点は我々電気業者が常に心得ぺき点であり，叉

建築設言官者に協力して頂ぎたい次第である。

劇場照明とは外部照明， 観客席， 廊下， ホーノレ， 玄

関， 事務室， 楽屋等の照明と舞台照明に分つI J l が出来

る。

これらの大要は次の遥りで為る。

1. 概 要

劇場の照明は照度，光色等適当であるばかりでなく，

照明器具も鑑賞の対象として大衆に親 しまれ楽しい雰閤

気を与える意匠のすぐれたものが虫まれ，これ等に舞台

照明をプラスした照明が必要である。

2. 外 部 照 明

劇場の建設される場所( 大都市の中央部， その照辺

部，地方市町村) 及び上映，上演されるべき極ぷによっ

て外部照明の設計を考慮すべきである。

外部照明に電気サイ γ を使用の場合， 直接式， 間接

式 ，包図式痔があり旦これにも電球サイ γ による方法と

ネ オ γ 王立はけい光灯の様な放電管を使用する方法があり

叉上記二種を組合せて照明する方法も現在大いに行われ

ている。これらは宣伝力も大きく動きの効果や色の効果

も大きく遠距般用の広告として適当であるが，逆に建築

物内部よりの照明にたより外部としてはアグセ γ トライ

トとしてダウ γ ライト ， スポ y トライト (100W程度〉

を併用した照明も考えられるが，これらはさきに述べた

議、; 座 1

梁 瀬 正 男

iXi に建築物外部化佐及び建設位置等を考慮 し決定されな

ければならない。

さらに劇場においては立看板叉は特別的な事で臨時的

な照明の必要が起るので防水機構の差込を適当な笛処に

設けて置けば便利である。スチ{ ノレ広告等の飾窓照明は

光源が直接自に触れることがなく光のあて方も不自然で

あってはならないη うI:'11車、としてはけい光灯或はスリーム

ライシ灯を主体としさらに白熱のアグセ γ トライトを

併用するのが好ましいが，主体照明により鉛直面の照度

を均ー .t，こすることが必要である。そして窓外の全般照関

よりも数段明るくする様に関心を払わなければならない

次に切符売場について述べてみると，この場合は所在

明示の間接的意味と保安上からも局部的に特に高照度照

明 (400ノレタス程度) が第一条件である。

要するに外部照明は宣伝的効果と観容誘致を合せて満

足されるものでまb りたい。

3  玄関，ホール，廊下

この場所の照明として最も考慮されなければならない

点は観客にやわらかい落着きのある団らく 的な雰囲気を

与える機な設備をしなくてはならない。

そしてこの条件を満す為には光源を露出することは避

けるべきであって，例えば間接照明とか光源にアグ リラ

イト或はガラスのカパーを施したものにする。叉間接照

関及びけい光灯等の埋込器具を用いた場合は光源取付部

以外の天井が隠くなり観客に不快感を抱かせる結果にな

るので. プラケ y トライ ト或は半露出程度の〆ウ γ ライ

トをアグセシトライトに使用しおぎなうとよい。

玄関及びホーノレの床面照度は 120 J レF ス程度で良いと

想われる。

以上玄関及びホ { ノレについて述べたが，関I下の照明と

しては観客心理に対する照明効果については上記と何等

変るところはないけれども，照度はさして必要でなく 20

- 3 0ノレ F ス程度で よく，ただ照明光が客席扉を関いた場

合に客席内に伽1 込まない様な工夫をこらすべきである

照関器具としては天井埋込器具かプラケ y ト若器具を用

いればよいと想われる。

廊下に付閲したもので階段，便所，客席等えの出入口が

あるが，これらはサイシラ γ プを設備して観客に開示す

べきであって照明器具 としてはアグリライ ト或はガラス

に文字をエ ｹ チ γ グして，切 口か らけい光灯ＧＲｴｾ主 管球 等
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の> i t を綿入して文字を浮き出させる ) j 法叉は表ぷ灯と照

明を併用する様な器具があるが，建築物との調和及び照

l史を25・えて決定すればよいー

次に売!苫について考えてみると宛腐は商品ケースの照

明で照度を得られるので，天井にはダ、ウ γ ライトとかス

ポ y トライト ( l oow以下) でγ タセントをつければ充

分である。

化粧室，便所の全般照明は衛生上明るくし，けい光灯

による照明によ1 ' 1 40ルクス程度を得たいものである。

4.  事務所，楽屋

事務所は一般事務所と変りなく，注意すべき与は充分

に高い照度を得てその上蔭になる部分をなるべくなくす

様に設備されたい。

器具は電球の取換え，消婦が容易であること等でノレ ー

ノ〈ー付けい光灯器具が適 している。明るさは2∞- 100，レ

タスで宣伝部は400- 200ノレ F スがよい様である。倫器具

の取付位置は天井であるけれども，天井が二重になって

低く( 床上 3 米程度〉なる場合は埋込にしても下面をノレ

ーノミーにすれば机上面ではかなりの照度を得ることが出

来るの

それから天井及び壁面を明るい色にすればより以上の

照度を得ることが出来る c 一例を挙げれば，天井高 3 米

の部屋で坪当りにけい光灯40w 1灯で150ノレグス程度の平

均照度が得られる。

楽屋は全般照明と鏡面の照面との併用が最も適してお

り全般照明としては平均照度 100 ノレタスに保ち，銭面照

明は銭面の上部及び下部に白熱よ丁 (60w- 40w) を 1尺

毎位に取付け，これを一連のガラスのヵパーで‘ 覆ったポ

{ ダー式の器具がよいn

5. 観 客 席

観客席は開演中碕くする必要があるが，急に滅灯せず

調光装置に依り序々に滅灯し開演中でもプログラムを読

む程度の照明が必要であるが，映画上映中はこの必要を

認めないから 2 - 1 ノレグス程度でよい。

全般照明としては天井面に間接的に白線よ丁に依り光源

を設ける場合が多く用いられているが，この場合は電球

間隔はなるべく小にし最低 1 尺程度に止めぬと光のむら

が出る虞があり， 40W以下の球を使用すれば宏、味がかっ

た感じを受ける為ωw以上の球を使用することが望ま

しい。間接のプトコロの寸法は建築物五び方法に依り異

るが最低高さ 8 寸奥行き 1尺位とすればよいが，天井内

部より電球の耳互換が自由に出来る様にする事が必要であ

るから，電球 1個当りの粋としないで，電球数個乃至数

十個を一つのプ ロy グにした細長い余裕のある枠として

内側より容易に開閉する様に考慮する事を建築の設計に

望みたし、。

連続的に間接〆 F トを使用する時は光源の熱により冷

房効果に支障をきたすこともあるので冷暖房施工業者と
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打合せをなすべきだと忠われる n さらに大六件からの照

明としては〆ウンライト或はスポットライ ト ( 10 0 -

150W 等が好ましL、。 これらは上演上映中一部を不滅灯

として残しておく必要がある《筒不滅灯といえどもその

設計上から調光しなければならない場合が生じるのでこ

の点設言十上注意して欲 しし、。

叉この光源は客席照度の関係上数種に調光出米る様に

しておくと便利である n

この他客席内には非常口表示灯及び禁煙表示灯を設置

しなければならないが，上演上映中観客に視覚的苦痛をヶ

与えない器具を設備しなくてはならなし、。

6. 舞 台 照 明

舞台照明設備は各々の劇場の構造及び大きさに依って

異るが本稿に於いては一般の基準的な舞台照明設備につ，

いて述べる事にする。

照明綜具は舞台上部，床上，幕前( 第 1図，第 2 図参

照) に配置する c これらの器具について簡単に記してみ

るe

ωボーダーライト (Bor der Li ght )  

舞台上部に吊下げる金属製の細長い隠室式の照明器具

で隔室毎に包球の前面に色彩照明をするゼラチ γ シー ト

枠をはめ込む様に作られ 1 本のポ { 〆{ ライトは舞台

関口より 少 し程度にして. 舞台の奥行に応じて 2 米毎に

舞台天井 ( スノコ〉 から数本吊され舞台面に垂直均等の，

基本的な照明をするものである。

製作にあたっては電球聞の間隔は狭い方がよ く200 粍

前後を基準とし，使用電球は100- 300Wカ可愛用されるが

1 木のポー〆ーを 2 色から 4 色位に色分けして配線され

る。さらに長さにより 2 或は 3 区分して調光点灯する様

になっている。基本的な色彩は白，青，鐙，芳、. 緑で自

は電球そのままの光で他はゼラチ γ 紙を使用される a

(B) フ・y トライト (Foot Li ght )  

プットライトは舞台床面の最前部に設置して舞台所1部

の照明の補光として使用し，金属製樋形の細長い隔室式

照明器具でポ{ 〆ーライトと同じく電灯の前面にセ' ラチ

シシ ー ト枠をはめ込む様作られ，舞台前部に溌を設けて

手埋込式に取付ける固定式と，床面に隠して取付け使用

の際にのみ現すことの出来る隠見式とがある。

電主主聞の幅は150粍前後とし，使用電球は40- 1 00W が

使用されてポ{ ダーライトと同じ方法で色別け区分され

て配線される。

(C) サスペンションライト (Suspent i on Li gh t l  

舞台上部から垂直投光する器具で円錐形夜型箱式のも

ので下関にゼラチ Y シー ト枠カ・輔入出来る様になってい

る。使用電球は500- 10ooWである。

ωb ホリソントライト ( Hor i zont Li ght )  

舞台天井 ( スノコ〉からサスペ γ ショγ と同様に吊下

げられた鉄管の鉄枠に多数取付けて吊 L. 4 色乃至 7 色配
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線され 500- 1000Wの電子去を使用する。この外に床面 よ

り照明する下部ホリ γ ゾγ トライトがあるが，これはス

トリ y プラ イトで代用することもある。

位) フロアーポケット (Fl oor Pocket )  

照明演技上，スポ y トライトやプ y トライト等仮設の

照聞の為に舞台床，壁にアウトレ y トポケ y トとして設

置し，回路は 30A コγ セγ ト3 ヶ付又は 5 0 A コシセ γ ト

2 ケ付とし， 調光機に接続されている。ポケ y トとスポ

ットそ の他器具との連絡は「キャプタイヤコード」 を用

し、る。

日:) スポッ トライト (Spot Li ght )  

スポ ァトライ トの種類は多種多様であり凸レ γ ズを用

いて光を集光し被照体をスポットに或は特にｾ範珂を他

より明るくする為の器具である。

スポ ット ライトはア - 9 スポ y トライト ( Ar c Spot 

Li ght ) と電球スポッ トライト ( L a mp Spot  Li g ht) と

があり，前者は 30アγ ベア前後から150 アγ ベア程度 ま

であり容量はアーク電流の容丞により決定され，交流用

.‘ (A .C) と直流用 (D. C) がある。後者は250 Wより 3K Wま

であり 500W， 1 K Wが一般に広く使用されている。

ユポ y トライトの使用目的により次の様な種類がある。

Lイ) サス ペγ ショ シスポ ットライ ト ( Suspent i on Spot  

Li ght )  

これはサス ベシシ言 Y ライトの織に舞台上部から吊下

げて舞台の要所を照明する 。

( ロ) サイ ドスポ y トライト (Si de Spot  Li ght )  

客席の舞台両側の投光室に設置され側面より 舞台を照

明する。

ヤ可シ ー リシグ スポェトライト ( Cei l i ng Spot  Li ght )  

客席天井から舞台の前面部を照明する 。

伺 パノレ コニ{ ス ポ y トライト ( Bal cony Spot  Li ght )  

客席 2 階叉は 3 階の正面から舞台を照明する。

同 フ ォ ロースポ F ト ( F ol1o w Spot )  

出演者を追いなが ら照明する。

制ストリップライト (St ri p Li ght )  

携宇野用の樋状の器具で長さ 3尺， 6 尺，9 尺等で70 度

から 80 度投光開きの反射を用い 2 色叉は3色に回線した

もので‘ ある。

ω エフェクトマシン (Ef f ect Mac hi ne)  

震，雨，雪等の自然現象の表現を写し出して舞台面の

真実感を出す為に使用される。容量は50アシペアから70

アシベアのもので映写室客席の舞台両側の投光室及び舞

台内側に設置する 。

(1) 絹 光 機

照度を序々に変化 させる装置であって操作皇室( 配電盤〉

とともに舞台の心臓 とも云うべきもので，その良否に よ

り舞台照明効果を支砲し，位置は舞台両側の 2 階叉は 3

階か客席後方に設置する事が理想的で舞台全体が見える
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位置を選定しなくてはならない。

7  モデル劇場の舞台照明徴備の概要

ω 映画上映館

上映専問責官の舞台照明としては，ス グリ - ;/カ ーテ γ

に色彩を与え休憩時に観客の視神経の疲労を回復すべきヤ

ため舞台天井よりのボーダーライト 1 本と，出来得ればー

プットライ トを用い，これにシ ーリγ グスポ y ト或いは

パノレコ ニース ポ y ト(5∞W- I K W) 3台を設備し宏、.

賞，緑，背の四つの基本感覚の組合せによ って . あ らゆa

る色3誌を出せばよいが，映写中は観客の限が? 首に移動し

ているため映写後スグリ ーν を一様に明るく照明せずに

適当に影を作り ，ポ- 1 / ーライト，スポ ットラ イト等を

調光装置に依り次第に色彩を加えて明るい 色即ち軽い色

を選定すべきである。

(B) 小 劇 場

舞台の間日と奥行及び高さに よりボ ー〆 { ライト及び

ファトラトイの型式やボ ー〆{ ライ トの本数容盆も 具

なるが，小劇場の設備としてはブ y トライトは隠見式を

用いて必要のない場合には舞台床下え隠し，ステージフ

ロア{ を平商にする。電荷搭量と しては4 0 W球を使用 3

色に区分する。ボーダーライト としては第 1 ，第 2 ， 第

3 ボ - p"- ライト を設備し 150W球を使用，各ポーダ {

毎に 3 色に区分する。

サス ベγ ショ γ ライトは第 1 ポ{ 〆ーと第 2 ボーダー

の聞に3台吊下げ，使用球500W叉は l K Wとするc

この他フロアーポケ y トを舞台両側及び後部に各 1箇

所設備し シ{ リ γ グスポッ ト， パノレコニ{ スポ y ト，

サイドスポ y トを併用すれば よい 。 ( 第 1図参照〕

(C) 大 劇 場

舞台の道具，飾物及出演者の顔の表状，衣裳をよく見

える様にする為，舞台上部，下部， 側面よりの照明器具

と観客席からの照明器具を充分に設置 して自由に使用し

演劇に支障を来さない様に しなければならない。

サイ ドステ { ジ，エプロ γ ステ { ゾに花道が造られて

おる場合に プ y トライトは埋込式として強化 ガラスを床

面と同ーレベルにはめ込んで悩演渚の邪魔にならない様

にする事がかん よ うで‘ ある。

舞台照明器具の配置は第2図に示す。

( 筆者 近後電気工事株式会社大阪商支 l苫営業銀)
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観覧席を機能的に考察すると 「良く見えJ r良く聞え

る」ことがその生命であることは勿論である。したがっ

て観覧席勾配の適否はその民命の一半を左右することも

当然であるのみならず，建築後工後において，これを改

修することは非常な困難を伴い，ある場合にはほとんど

不可書Eでさえありうる p

その決定に当つては建築家それぞれの意見によって適

当な方法が採用せられているであろうが，次のごとき方

法は多くの危険を含むものとして注意する必要がある。

(1) 類雑的に決定すること 。

既設の観覧席の勾配から淵Jをして決定するこ とは最

も危険である。舞台の高さ，鍛 ｉｾ Ｎｑの位置Ｎオーケスト

ラピットの奥行，花道の有無，映写室の位置，演劇の

種類，客席の間隔，立見席の有無等? こより決して一律

に考えらるべきでないc

(2) 可視線を描きて決定すること 。

この方法によるときは大局的な誤認は避けえられる

も観覧席全般にわたって同一可視度を得ることは困

難であり，かつ，それが 1/100 程度の縮尺を用いる場

合は大局にすら影響することを覚悟せねばならない。

(3) 経験的数字により決定すること 。

米国の著書には多くの経験的数字をあげたものがあ

る。最前列から何列鼠までは某々の勾配，その後部の

何列聞は某々の勾配等と蛮いてある。甚 しいのは観覧

席の奥行が，ある程度よりも深くなる場合は前部% を

水平にするなぞと奮いてあるのをみるが，謬説といわ

ねばならない。 (1) と同様の危険がある。

体) 理論的数字を墨守すること 。

観客の限から頭頂までの高さが車句20極なりと考えた

場合にこの数字を厳守して言f算するのは正しい。 しか

し観覧席の種類によりては，この数字は実用的では

ない。運動競技場あるいは拳闘，相撲場等のごとく，

勤きのはげしい瞬間的な動作を見るものにありては勿

論かかる数字は絶対的でなければならないが，その他

の場合には相当に餅酌する必要がある つ

ここに提示する一笑は従来しばしば劇場建築の設計に

鷲 尾 九 郎

関与した経験から常に使用してきた算式およびこれに基

く図表であって，必ずしも最善のものとは考えないが突

用的であり，かつ大局的な誤謬を未然に防ぐ目的によっ

て作成したものである n

きわめて正確なる結果を望むならば言問: 式により 2

樋内外の誤差を辛降するならば図表によって充分目的が

逮せられるものである の

2. 計 算 式

第 1 図において記号を次のごとく定める。

F  .. ....ー ・視焦点

xy .. ..... .. F を原点とする坐標軸

1  ・・ Ｐ ・ＮＮ ｾ主席問ｼ霜

x"y"  ......Fより第九列目の観客: の目の座標

X 偽 =ns y，，=求むる高さ

c  ...… li J 視差〈理論的には目と頭頂の毛直距荷量〉

J 巴

第 l 図

図において各席の標高を求むると次のごとくなる。
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n  ( 1  1  

Y %=( yn- 1+c〉x- z士f =nY1+ペ1 +吉+ 3 + ・0

+三T)C 仏)

この(1) 式によって与えられる曲線は第 1 図のむy1回一...

x"y" を連結する曲線であって， この図上において任意

の席の標高( 闘の高さ〉を読むことができる 。ただし 九

はE の整数に限られるから，それ以外の数字に関しては

無意味である p
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上式には級数を含むから計算がやや煩雑になるが，次

に示す表を使用すればきわめて容易に求められる。

1 +一2 + 一3 +一4 一 +一

Z  

I1 "  I  

Z  

1  1. 00∞ 3. 6453 

2  1. 5000 22 3. 6908  42 1  4. 3267 

3  1. 8333 23 3. 7343 43 1  4. 3499 

4  2. 0833 24 3. 7759 44 ， 4. 3727 

5  2. 2833 3. 8159  45 4. 3949 

26 3.  8544 ｉｾ＠ 46 4. 4揃|
7  1  2. 5928 ｾ Ｎ＠ ｾｾｾｾ＠ 1: ｾｾ＠ ｾＮ＠ ｾｚｾｾ＠
8  1  2. 7178 3. 9271 1  48 '  4. 4588 

9  2. 8289 29 

10 2. 9289 30 3. 9949 11 50 '  4. 4992 

11 3. 0198 31 3.0272 11 51 4. 5188 

12 3. 1032 32 4 問 5 5 2 I 4 5捌

13 3. 1801 33 4. 0888 11 53 I  4. 5569 

14 3. 2515 34 4. 1182 54 

15  3. 3182 35 4. 1467 55 4. 5936 

16 3. 3807 36 4. 1745 56 4. 6114 

17 3. 4395 37 4. 2016 l' 57 4. 6290 

18 3. 4951 38 

19 4. 2535 11 59 '  4. 6662 

20 3. 5977 11  40 4. 2785 11 60 4. 6799  
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56 I  257. 2416 

57 1  262.  8498 

58 268. 4820 

59 1  274. 1258 

60 I  279.  7920 

3.  計算による解漆

最初に仮定すべ きは Yl の数値の広さのみで，c は計

算後に代入してよく， Ｕ は言ｾには無関係である 。 Ｈ Ｕ が

計算に無関係であることが本式の特長であり，かつ応用

範囲の広い所以でもある 。) ｙｾ の 決定は種々の条件によ

ってせねばな らないが，それは後節に説 く こ と と し こ

こでは単にある数値を与えることとする。

ｙｾ］ ー Ｕ ＮＰ 尺

すなわち第一列にある観客の目の位置カ可思焦点より 5 尺

下りとする。 この場合に n 列 目の観客の自の標高は次の

ごとくなる c

Y2 ］Ｒｹｾ＠ +2c  =  10+2c  

ｙｓ］ＳｹｾＫｾＱＫ す Ｉ ｣］ - 1 5 + 4 .  5c  

cy会 = - 2 0 + 7 .  332c 
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y 5 =  - 2 5 +  1 0.  4165c 

さて，c =3. 0尺 とすると

y2 =  - 1 0 + 6 =  - 4 .  00 

y3 =  - 1 5 + 1 3 .  5 = ー1. 5 0  

Y. J ，= ー 2 0 + 2 2 = 2 . 0 0

Y 5 = ー 2 5 + 3 1 . 2 5 = 6. 2 5

本例に示したる c の値は笑際の場含には稀有の数字で

ゐるが，第 1 図に示したものがこれと同じ比例になって

いる便宜上から以上のごとく仮定したのである。

次に実用上からみて視焦点から坐席間隔 1 列分を後退

したところに座席があることはな く 少くとも 1 0尺内外

を後退して第 1 列がある内 かかる場合の解法を次に示

乙の場合にも実際の第 1 ｾｉ｝が視焦点から幾列分後退し

ておるかによって! i l ] 番号を与える戸

' 1 

第 2 l>gf 

第 2 図において実際の第 1 列は AI稀であるが. F から

7 席分後退しておるから、ι れを第 7 夢1] とする 内 したが

って B は第 8 列. cは第 9 列で・ある。

いま， A 席の自 の高さカ完児焦点F と水平の位置にある

場合を考える。

1. .  1  .  1  .  • 1  ¥.  ^  

ｹ 戸 Ｗｹｾ +7，1 +玄 + 写 十 ・ + す )c = O

1 . . 1 . 1 .  . 1 ¥ 

: .Y l = ーい + 玄 + -3・+. . . . . . +吉J c = ー2. 45c

これを(1)式に代入すると

y...= - n  x 2 約 + や + す+ + 5 2 f )c

となって，以下各列の算出は前述と同様である の

この場合は笑際には存在しないとニろの n = 1 ないし

1 1 = 6 坐列を仮惣するのでらる《

また A 腐の標高は，必ずしも 0 なるを要しない。E 負

いずれでも同様であり， 2階3階席にあっては必ず正の数

となる 。

しかして寸支の場合の計算式は次のごとくな る。

F より数えて第 m 列の闘の標高を y m とする ( 既知

数)

/ . . 1 . 1 .  1 、
ｙｭ］ｭｹｾ＠ Ｋｭｾ＠ 1 +玄 + 3 +ー・… + 五=r ; c

1  / . .  1  .  1  .  1  ¥ 

Ｚ Ｎ ｹｾ＠ = y叫 X7誠一1 1 + 玄 + - 3- + ー… + 五三I ) c' ー( 2)



F  

観 覧 席 床 勾 配 図 表

1.  ， 1  ， 1  ， 1  ， 1  ¥ 

μ = Ill l +τ +τ +τ +ー・ " ' +f i 士了)c +り L

〔使 用 法〕

' 1' "  Ｎ ・制焦点 Ｈ ｆ Ｉ よりの千ｾ席予 ＱＩ 数 Ｈ ｆ を基点とし 坐防 ＱＱｭ 煽をとるつ府下のお世 ｜Ｐ ｣Ｎ Ｑ 刻せず〉

y，... .... ij' IJI I1J1. 容のI . dの桜，:::j ( F を土 0 とす) ( 体は之より i菌汚、J ' 法だけにイヒり)

Yt ・…・ ij'>; 1 列観客の U の際的 ( F を土 0 とす) ( 仮想的数' 子にして災心. せず)

c " " . . rr i &k( 共のi菌、可なる、J' 法は次の如し〉

劇場、 I!!AI削節等は第一階にて O. I J <、上階にて 0. 2パ

寄席に類するものは第一階にて 0，15尺 ，J 二階にて O. ＲＵＩｾ＠

迩動競技ｵ，ｾの知にありては Ｐ ＮＴ 尺乃コ ｴ 0 . 5 R 

( 1)  劇場一階にて Yu = O、c = O，I) < なるとき Y37 を求む。

IIJI 線上 n = 9 の点と F とを K:.'i ぶ l白線を怖く。

此の ｬ 直線と ｉｊ ｬｊ線との聞の ｾｉ 白距離が求むる寸法なり。

llil ち Y37=5. 40) < ( c = O，1 の 11 ｾ也を読むＩ

依て椅子 J，' i; ならば ，TI<は 5. 40- 3，5 0 = 1. 90 ( F を土0 とす)

A 立見 Ni'; ならば床は ， 5. 40- 5. 00 = 0. 40 ( F を土Oとす)

( 2)  劇場二階にて Y38 =  37，5) 亡、c = 0. 2) 亡なるとき Y21 を求むの

1111線 1: 11=38 の点より下へ37，5 の点をl ( x り 、 之と F とをむI i f

直線を拙く。

40， 

此 の Ｑ 直線と ｩｬｬｬ 総と の ｬｦｾ U'i 距離が: 1 < : むる寸法なりの

日Il ち Y" t  =  18， 25 

椅 r J . ' ?; とせば l本l主 18. 25- 3. 5 = 14. 75  

( 3)  寸法 tji 院に i主て

ｱｾｪ ，ＱＮは｛ｪ山に選択しりらる。

lニ例は' f i i fれも UノドJ ¥. . なれども米うた単純とするも k 支えE し。

伊lへば Ijil 々例に於て c = 3糠とせば

c =0，3 の U 般によりて之れを 10 約すれば良し。 即ち

Y37 =  162狽 = 5. 346) < となる η

或は ｣］ｏ ， Ｑ の ｉｉｊ ， ｉｾ を似 ｊｉＩ して ＳＰｩ ｴＧ Ｑ するも可なり。
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(2)を(1) に代入す る

Yn=山号ーや+ す+... ...+万11)c

1.  .  1  ， 1  ¥ 

ヘ1+玄+......+石壬1 )c ・ (3) 

ある いは

1 1 .  1  1  ¥ 

Y，， = Y mX

石+ ヘョ+五百
+.... .. +石= T/c ・.(3)'

(3) また は (3)' によってすべての場合の計算が可能 で あ

るe

〔備考〕 以上の記述においては前の列から l順次後の

列に及ぼす場合を考えたのであるが，逆に最後列の線

高か何かの都合で限定された場合にも同様の計算法が

適用 され る。すなわちア%が既知数であるからである。

〔伊l ] mI )

次の条件による一階観客席の勾況を求む。

l. 視焦点F は鮫械が舞台床面を切る位置とする

2  観覧席奥行は F より坐j市37列分，すなわち 11= 37迄

3. F より11= 9 迄は床を水平とする

4. Y9 = 0 すなわち第 9 ｾｊ の観客の目は ｆ と同じ高さ

とする

5.  c =O. 1尺

6.  ｳ ］ Ｒ Ｎ Ｕ 尺Ｈこれは ｾ ＱＧｲｮ ｌＮ ｬ ｴＮ無関係の数字である 〉 。

以上は梅田北野劇場における実例でらって第 3 図のご

とき関係にある内

芭戸 戸 "

、i_______d缶

30 

37 

3. 7314 

5. 3898 

2314 

1. 8898 

すなわち観覧席の 最後部の座高 は舞台面を 基単 と し

て1. 8898 尺 となる。こ れ を完数 に直 して 2. 0尺 と決定

した。 した がっ て他の席もこ れ に応じて修正するの で

あるが，こ こに は省略す る。

(補〉

階上席も全く同様なる方法で求められ る。

主階席の床 はすべて勾配床 とする場合が 多 いが，奥行

の大なる時は後部において甚だ急勾配 となりて椅子 の配

列その他に不便をきたすから，このときは特に段床 とす

る。東京宝塚劇場にありでは，後 部 9 列が段床である。

可視差 c の値の標準は図表に も記 載して ある が， 実例

をあげると次のごとくなっている。 (単位尺)

第 1 階 第 2 階 第3階

東 京 宝 塚 劇 場 0. 11 0. 2 0. 2  

宝 塚 大 劇 場 0. 10  0. 2 0. 2  

京 都 宝 爆 劇 場 0. 09  0. 2  

三 宮 映 函 館 0. 10  

北 野 劇 場 0. 10  0. 2  

梅 田 映 画 劇 場 0. 10  0. 2 

梅 同 地 下 劇 場 0. 10  

4  図 式 解 迭

以上のごとき計算式による解法はきわめて正織ではら

るが，相当の手数を要するから，これを図式によりて求

める方法が考えられる 。

ここに提案するものも，計算式による煩雑な平数をは

ぶき，実用価値があって，われわれ実務に当る者の便利

なようにという目的から出たるもので，なるべく応用範

囲の広いことを期した。

，.J ' f  J ，s J O マ ー # 17 その大路の特徴は次の数 項 であ る。

第 3 図

{ 設) 1. 舞台鼻より 4. 0が級帳の位鑑 ( F )

2 舞台鼻より9.0がオーケストラビット

3  椅子第l ?J jの観客の自の位置は 8s =8 x 2. 5 - 20目。尺

4. 椅子第2?J j sj は床を水平とする。すなわち Y s = Y o = o

5.  ，， = 18 および n = 32の位鼠に繍通路を有するが， 補助椅子

を考慮にいれると通路と考えないが適当である。

6.  s =2. 5尺としたが，ニれは地方によって規則が興る。

(. .  1  .  1 旬¥

(解) Y9=9Y1. +9( I +t + 百+ .. .. .. +す ) X O. l = O

1. ，1 . 1 ， 1 ¥ 

したがって Y 1 = - ¥I +τ +百+ . ....t )  

x O. l = - 0. 27178 

川=ぺ - 0. 27178 + ( 1+ わ + ＱＱ ｾ Ｑ＠ )c}  

この式によりて各陀の分を計算すれば，つぎの結果

をうる c

11 

1( ， 

20 

y "  

0. 1111  

1. 6598  

床応 = ( Yn - 3.  5) 

- 3. 3889  

- 1. 8402 

1  坐席間隔 J は 特定 の数字に限る必裂がない。

2  可視差 c を広 い範閣 に設 定 しえられる。

3. s/c なる比を使用 しない。

4  図表 上の曲線はただ一本 である n

5  床高の読みが精密にできるの

〔図表の誘導〕

1  . 1 .  1  ¥ 

公 式 (1) 列島=ヘ1+ド ド +云 l)c +引 に

おいて第 1頂 は C が一定値をとる とき は n のみに関す

る曲線を与え，第 2 項 はYl. が一定 値をとるときは n の み

に関する直線を与える の

しかして Y1 は前述のごとく仮想的のもので設計の

当初に決定することは困難である か ら公式仙 を直ちに図

表化するにはY1. を仮定する必要がゐり ，そ の仮定を多様

に しない限り! ぶ用範囲が局限さ れ る不便がある。 したが

っ て 第 1 項 と第 2 項とを別途に考えることによってこの

不便を救わねばならない。そこで

Yn =  Y，.' +  y，，" とする n
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第 1: 須の図表化

j ， • 1  .  1  .  1  ¥ 

ｹｮＧ］ ペＱＫ Ｍ ｾＫＭＳＫ … +百三T)

:.11=1 のとぎ 〆= 0

n> l のとき y' > O  

故に第 1項は n= l におい・て y =O に始まる上向曲線

である。

第 2 項の図表化

y" lI =nY1 において y1 に一定数を与えれば図表上では

F とy1 とを結ぶ直線である。 したがって第4 図におい

てあきらかなるごとく，この直線は mY1 をも通過する。

しかして公式.(2) より

8  

2 ヲn

第 4 図

f ， • 1  .  1  .  1  ¥ 

mY1=yrn - m，l +玄+ す+一…+ 石士1/

故に mY1 は y m と第 1項曲. 線上班点の値との差で

ある。しかしてこの数値は正負いずれにもなりうる。

よって以上の問項を図表に作成すると第 5 図となる、

第 5 図

y> O の場合は第 2 項の直線を F より下向にとって両

線聞の垂直距般を読み れ くO の場合は逆に上向にとっ

て両線開の垂直距離を読めばよし、。すなわち

Y1>0 のとき A B = mY1 tととり ym= B C， y，， = E F  

Y1 < 0 のとき AB' =mY1 tことり y m=B'C，y偽 =E' F

〔図表の使用〕

1.  ある席の坐標をまず決定する。すなわち ymを決

定する。

2. 曲線上 m 列の点より ym の数値を垂直線上にと

る。

3. この点と F とを結ぶ直線を基線として，これと曲

線との垂直距離が各列の高さを示すの基線より上は

正数，下は負数である。

使用法の要点を次に示す。
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会。

第 6 図

し ( i ) Y4= a なると き それ より後方の席の標高を求

む。

第 4 列に当る曲線上のA 点より下方へ AA' = a とし

F とA' を結びこれを延長する。

求むる標高は，B Bヘ CC' ，DD' 等である。

第 4 列より前の席もこの両線開の距離を標高とする

この例では y1 だけが負数である。

( ii )  Y 4 = - b なるとき

A 点より上方へ A A " =h とし， F と A " とを結

五七

各席の標高は， AA" ， BB"等である。

この例では全部の標高が負数である。

〔例題1 ) ( 図表参照)

前にあげた例題 I と同じ条件とする。すなわち μ = 0

c =O.l である。

まず曲線と n =9 の交点を求める。しかして Y9= 0で、

あるから，この交点、そのものと F とを給ぶ直線を描く。

この直線と曲線との距離が所要の標高である。すなわち

n  y"  床高 <y，， - 3. 5) 同( 計算式) I真差

w  ｾｕ＠ Ｍ ｌｾ＠ - L U 目 01

20 1. 70 - 1.  80 - 1. 84 . 04 

30 3. 75 . 25 .  23 . 02 

37 5. 40 1. 90 1. 89  . 01 

言博: 式解法との誤差は0. 05尺以内であるから実用上支

障なきものと考えられる。

〔例題l I T)

階上観客席において

最後列は Y38 =37. 5 にして最前列は n =21，c=  

0. 2 とす。

まず曲線より n=38 の縦線上37. 5に相当する点を求め

これと F とを結ぶ。前例と同様にして次の結果をうる c

1< Y ぬ 床高 岡( 計算式) 際差

38 37. 5 34. 0 34 

21  18. 20 14. 7  14. 68 .  02 

この場合の誤差が再iJ 例よりも大雪いのは図表の縮尺が

小さい関係であるの ( 以上)

( 筆者 竹中工務庖監査役〉
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日本建築学会書記長

70年の歴史を誇る建築学会議記長として敏腕を煉って

いた佐藤弓嘉君が 1 月31日と云ふに突如として逝いたlt:

1 主誠に痛惜に耐へない. 言トに擬したせつな平索活の健康

を案じていた一人として来るものが来たかと何分の病身

にひき比ベハット胸を打たれ初需のそれとばかりに

驚かれ」月斗師の作句がヒシヒ シと痛感されたn

君との交りは遠く昭和 8年に遡り，協会15周年. i a念点

京方面旅行の際、一切のプラ γ を学会のお世話になった時

から始っている。当時君は前任者松原さんの1去を受けて

学会入りし余り多くの歳月を経てない頃で r: : j 分て与も初対

日野で古参の浜崎君になじみ深かったのが同君は一寸変っ

た人で交り薄〈爾来佐藤君・と交情を深め公彩、 -) j ならぬ

お世話になった。当時の学会が協会のため作併したフ' ラ

γ は靖国神社，神宮外苑，絵画館，製也本願:寺， ｔｩｾｩ 溢公園

震災記念堂，中央卸市場，隅田公園，赤門大学，議事堂

建物等々であったと記憶する。これに当時の東京会館に

於ける両 会懇親会 γ 会内の建材陳列喝で両会 ＧＱ 祭会ｾ

あり叉宿舎は八洲 ;1ミテノレ外に配され借りJ/ 、スから- * 道役

一切佐藤君以下の手によってなされ，大変な jι イトとなり

苦々一行は全くお上さんよろしく一切おんぶされて' 沼郡

見学を済ませ翌日協会側より最終 11 として然がで懇親解

散会を催し学会側を招待したが. 浜崎君来たらず酒裟す

ぎな君もなじみ薄か遠慮され当時ρ戸会主管たりし森川:1也

介さん只一人が代表として列席され掛かに心淋しいi感じ

であったの

君に案内された恕いUI. は永久に忘れらJ しないF 必 '1' ，lf1r

議事堂の偉観が印象深く成っているn 竣功後米だ使用さ

れてない非公開中の真新らしい議長慌に一寸版。かけて見

たり議員席におさまったり恐れながらの休よろしく王座

の垂れ幕を覗き見たり両院議長室の家ままな部厚いじゅう

たんの上を安もの靴で感心して歩いたり，屋上からの展

望は皇居を見下しになるとかコソと与来を失敬したり，

外本願寺建物震災記念、堂等々いにしえの想IL¥は双馬燈の

様につきない，熱海解散後東京に戻り所用を済ませ乍会

に礼に寄ったが，佐藤君とは打とけて誇る術もなく無表

情の浜崎君と地下室で弁当をバタツイて別れ百は r 儀礼

的な間柄でらった。

悶来何かと微温的両会の交りが続く| 省時巡り星変り平

くも十年を経て昭和17年 6 月協会25周年北陸関東方面悦

祭の帰途学会からの拐待で上野精主主肝でE芸大な歓迎会が

催され再度，両会の大勢が相会する機会が出来とみに親

密度が11日わった。当日は東西両会長始め両会新旧主たる

建築家が堂に充ち当時としては珍らしい精養軒大食堂

杯の大怒親会で東京大阪方交々立ちて; 芯見交換され両会

今日親密の絡をなした有意読なつどいであった 'JHi 参加

者一同長く言己念とされていると信じ，今夏の如く学会の

1m. 情と共に佐藤君が此の絡会に静' l + された骨折に感謝す

佐 藤 君 を 憶 う

る次第であるの 二十年の惣い新の穏なれや」

爾来漸次両会の親密度が加はったが恩はざりし支刻印

変タモ免後問会連合請負規程作成に引続き窓枠料品問題から

端を允しI"J: 会協会合併協議会が聞かれるに7 . k . び急ピッチ

でi司君との接渉が頗繁となった。東京大阪と交互に委員

会がIJIJ かれ君と 二人は必ず列席委員会の棋に沿って共に

善処したが甲論乙駁の六つかしかった議論の時も利かに

進む時も何れ共君克く此聞に処しじl分の足らざるをよく

補って呉れ援けを受けた事も多かった。それからは家庭

的にも親しくなり将米を誓った ものだったe

幸か不幸かイ' i fit 問題は調印寸前戦争激烈のため 中絶戦

後は両会共夫々の立場でぶIにスタートするすI となり学会

近畿之部設置されるや事業上の協) J が申合され爾後建議

引項，講演講習，山版事業等援け合い円満に斯界のため

気i初、しているが戦後政治経済共に其の重点が東京に勝っ

た感深い今 11地の利からも学会特に佐藤君との交渉少か

らず協会として も事務局としても君の協力は忘れられな

い'J( であるつ最近は四会連合工事務負約款改正IISJ 題で交

沙が !yかった。 - 1記i'_'/ 会大会が関凶でイ雀される勿に協会

'J( 務局応後を説けたが昨秋大阪大会終了時宕を主主主に-

R誌を設け手II! 鳥毘】ji ，'1'中田，戸} II沼と歓を尽 したが盃を重

るにつれ綬頭喰って金が残るか君と沖田t ! 党に葉子を進

め俺は飲む丈住んで死ねばいいんだと豪誇しお互に肩を

ら叩いて死んだら葬式に来るぞ，行くよ と言い交は した

がこんなに早く英引にプツかるとは然 も円分より先に ーー

? にして想へば当夜も泊れと云うを聞かずに閉円の予

J l . : あり京都の宿に帰ると言いながらなかなか御こ しを上

げずヤツト終認に聞に迦う滋戸川君に引立てられる様に

1' ，! I ったが心なしか名感情そうだった。別れに臨み固く握

手して再会を約したのが最後となろうとは“ 沼の友先立

ちにけり花の冷え" 英国影が眼前に幼悌として感慨無量

にたへない身体の都合で‘ 約束の君の葬儀に列し得なかっ

たがを申双なく思っている。

好淡泊むらくは自愛の念薄く柳か自らをJL射止したかの

感あり春を待たす・56才を一期として夢の織に去ったのは

淋しき限りである。聞く処によれば学会70年記念事業も

近きにありとかせめて共時迄もと盟友の一人としてよそ

引ながら1昔まれてならぬっ

さもあれ君よく学会今日の| 逢却益に寄与し返年発展の一

途を辿りし手腕には盟友として敬服 し泊に刺激されてい

たもりである n 叉自らの欲する所も充たされていた様だ

が加ふるに三人のこ批も立派に成人され主文学終れりとし

て完雨霊界に新な亨楽かと忠弘極楽世界のありときく

惑の台に臨し安らかに眠られんと存を， )t'i に宕ありし 11の

想Lt¥の一端を li 己し生iiij の交殺を謝し謹んで冥福をお1 J rり

申上げる‘ 安らかな 11民り祈るや春霞

3  O. 3. 6  大和栄術書E
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評 議 員 会

29 1:1 2時- 4時 於大阪建設会宣告

評議員13名委任状41名言十54名外に理事5名監事2名出席

の下に定時評議員会を開会 した。

伊東副会長仮議長となって開会し議長互選の後に新議

長と交代して審議を行った《

議案 (1) 議長副議長互選の件は議長に河合貞一郎君，

副議長に田中良太郎君当選. (2股員重任の件は原案通り

承認. (3)副会長及び理事選任の件は副会長に鴻池藤一君

理事に別記会告の各氏当選， (4) 昭和三十年度収支予算の

件は別記の通り原案承認され ｴＭＺ ｾ

理 事 会

16 日 3時一一5時 於 朝 日 ピ、ノレ

会長外 8 名 田 辺 監 事 事 務 局 3 名出席

会長が要務で中途退席予定のため議事の順序を変更し

て， (1) 大阪府建築士審議会委員推薦の件は尾崎理事を推

薦のことに決定 (2)創立記念日行事の件は記念日当日に

午餐会と講演映画の会を催す予定で言| 算を進めていたが

急に映画借用に支障が生じたため当日は午餐会のみとし

て講演と挟薗の会は日を改めて開催のことに決定 (3) ノ

イブエノレト教授講演会開催の件は京都大学よりの申入れ

に応じて関係団体と協議の上開催のことに決定 (4) 昭和

二十九年度理事会引継事項を決定 l5) 昭和二十九年度役

員並に委員に記念品贈呈の件は次の新理事会に於て更に

審議のことに決定 l6)昭和三十年度収支予算の件は審議

の結果支出予算を一部修正することに決定，以上で予定

時間に達したため境余の議案と報告事項は上提尾羽とな

った。

主言E主計会

11日 11時半一一2時 於 朝 日 ビ ル

尾崎理事外 5名 事 務 局 2名

昭和三十年度収支予算案を審議のため開会，常務理事

の予算案説明に次いで各自意見の交換あり，増収見込に

対し予備費の計上がなお不足の感あるため支出を出来る

だけ切り詰めるよう注意する必要ある旨の希望意見があ

って原案通り承認された。なお会費滞納会員に対する処

置や現在事務所がニヵ所に存在しているのでこれをーヵ

所に統合する必要あることなどについて活滋な意見が交

換された。

編集委員会

5 日 2時一一4時半於朝日ピノレ教養の会

浦辺委員長外 6名 事 務 局 1 名出席

議事 (1)3月号経過報告 (2) 4月号企函について更に打

合せの上掬惜座の追加を決定 (3)5月号の作品作風

本文，技術講座に掲載するものを決定 仏) 6月号青年建

48 

築家特集号の募集方法について協議 制 7月号国際号の

掲載論文の決定などを審議したn

26日 2時半一一6時半於朝日ピ〉レ

浦辺委員長外 6名 事務局 2名出席

議事 (1) 4月号経過報告 (2) 5月号に掲載決定分の報

告。 委員会の状況報告欄や建築用語の解設欄を設け るこ

となどを審議した後 (3) 設計システムについての座談会

を行った。

住宅委員会

11 日 4時 一一6時 半 於 朝 日ピノレ

中野委員長外 5名 事務局 2名出席

次年度委員会えの引継事項として次の事を協議決定し

た。 (1) ロ{ コス トハウスの研究 (2) 住い方の研究 (3) 住

宅に関する普及替の出版 (4) 住宅に関する智識啓議長のに

め新聞を到用する l5) 次年度の委員構成に対する希望F

次いで・本年度の事業を願みて各自懇談を重ねた内

会事事委員会

14日 3時一一6時 於朝日ピノレ

問中委員外 7名 事 務 局 2名出席

委員長欠席のため田中委員座長となって (1)昭和ニイー

九年度事業報告 (2) 創立記念日行事として実施予定の講

演と映画の会は当日映画借用不能となったため日を改め，

て開催方を希望 (3) 小委員会に於て協議した提案事項を

説明の上審議承認 (4) ノイフェルト教授講演会に関して

京大及共催団体と詳細協議打議打合せすること l5) 建築

に関する講習会開催企画の件 l6) 会員増加運動推進の具

体策な世どについて審議した。なお委員長辞任の申出につ

いて全員より継続方希望の意見があり委員長に之を懇請

することに決した。

出版委員会

14日 正 午 一 一2時 於 朝 日ビ J レ

奥島委員長J外 3名，事務局 2名出席

改訂版を発刊することに決定した 「建築基準法及関係

法規一覧表」について編者西島委員から編集計画案を説

明一同協議の上略々原案通り編集方針を決定した。なお

印刷開始を 6 月1 円，出版を 7 月1 日の予定で進行を計

ることとなった勺

教育委員会

15日 3時一一5時 於朝日 ピノレ

鷲尾委員長外 4名 事 務 局 2名出席

事務局より企画小委員会に於ける協議事項を報告 して

一同審議の結果これを次年度委員会えの申送り事項とす

ることに して下記のものを決定した。 (1) コシ グリ ート 技

能講座の件 (2)若い技術者を対象の設計コ γ グーノレの件ー

(3) 工高卒業生の設計審査の件。なお渡辺委員から大学に



於ける施工技術講座強化の件が提案され迫て同委員に於

て具体策を作成の上次年度委員会で審査願し、たい旨を要

望することにした。次いで事務局から本年実施予定のコ

シグロ ー ト技能講座の計画案や先般開催した講演会の状

況などについて報告が行- われたη

法規委員会

18日 4時一一5時於朝日ビノレ

鷲尾委員長外 7名 事務局 2名出席

次年度委員会えの申送り事項として，研究題目七項目

の選定と建築士会の法規関係の委員会との連擦を計る必

要のあることを決定した。なお希望事項として「建築と

社会」誌上に 「法令だより J の頁を是非継続されたし、こ

とを申し合わせた。

災害委員会

19 日 3時一一4時 於 朝 日 ピ ル

横尾員長外 5名 事 務 局 1 名出席

災害委員会に於て起案した老朽住宅対策に闘する陳情

警が大阪府会で採摂された後これに対して採られた府の

措置について刑座委員から報告があり叉これに関する消

防局の方針について竹口委員からも報告があった。次い

で目下研究中の戸峰子の援みに関する件は次年度も継続

することを決定しなお次年度委員会に対する希望とし

て火災の研究を取り上げられたいことや委員の選出部門

に関する希望などについて協議したp

見 学 会

大阪東映劇場見学会

24日 2時一一3時半 参加者40名

清水建設の設計施工で、道i頃掘に新築された地下 1 階地

上 4 階の映画館で，地下にも洋画ニユースなど上映の小

さい地下劇場の設備がある。28日の開場日間近かの見学

会で、関係省には大変御迷惑で、あったが，定刻一階観覧席

に集合，清水建設設計部の常国氏から同劇場の設計につ

いて，次いで、現場工事主任の山室氏から施工についての

設明を受けた後，ニ班に分れて場内を見学した。時代劇

上吹の関係上余り新しいデザイ ν は採り入れられなかっ

た趣であるが，音砕効果と冷暖房の換気には充分意を注

がれた由。場内は後方に向ってJ馬蹄型をしている珍しい

構造で両側にある一階から四階迄の傾斜面に沿って設け

られた観覧席も従来の鎗にはない設備である。なお二階

の一部に菊嗣- 料の床材・が試用されている所があった。見

季後一同は再び一階に集合し関備に謝意を表して散会

した。

近鉄会館見学会

25 日 2 時半一一5時 半 参 加 者60名

会鑓は一階に大映画劇場. 地下に小挟画劇場， その他

食堂売盾，文化会活セシタ ー， 貸事務室等の設備を有し，

旧設の上六駅百貨屈とは地下売庖街で連絡している。定

刻二階の文化生活セ ν ターに集会 して近鉄竹内建築部長

から同会館建設の趣旨や構造について，同係技師から関

西ーの大映写幕を設備したピスタビジョンに附する説g F .

村野森建築事選毎所の森氏から施主側の理解によって収容

人員の減少を犠牲に大ス グリー γ に対応するため一般の

館より大きい座席を設備したこと . 大林組高野現場主イ王

から出来るだけ機械力を利用して起工期竣功の難事を克

服したことなどについてお言古を承はった。一同館内の見

学案内をして戴く予定であったが，吹画観覧の時間の関

係上遺憾乍 ら中11: し関係者に謝意を表して直に休憩、中の

大吹画劇場に入って場内を見学した上ピスタピジョ γ

「ピータ{ バ γ J 英の他の映画iを観賞して散会したっ

和歌山支部見学会来阪

19日和歌山支部主催の見学団一行50名が来阪，大和嘱

託の案内によって西成区役所を見学，関西建材会の建材

陳列所を訪れた。建材会鈴木幹事長，協会手島常務理事

より歓迎の挨拶を述べて両会より心ばかりの土産物を贈

った。次いで一行は尼崎の尼崎建材株式会社に向い同社

工場の見学をなし，更に難波近くに茅諜の令女プーノレの

見学を終って帰途に就いたη

創立言E念日午餐会

30 日 11時半一一2時 於 今 僑 F ラフ

三十八年の創立記念日を迎えて名誉会員顧問を招待し

て記念の午餐会を催した。当日は合憎早朝迄私鉄スト決

行の懸念等あったためか参会者も予定に達 しなかった。

置底 ・波江 ・松本 ・島田 ・渡の五名誉会員，竹腰会長，

策畑盟事外26名参集，定刻五階大ホーノレの食卓に活: いて

麦酒で乾盃の後会食をした。デザ{ トコースに入って会

長立って記念 日の挨拶を述べられた後， 本年名誉会員に

推薦された島田，渡両氏を一同に紹介された。次いで東

畑理事の指名によって波江 ・松本 ・置塩 ・島田 ・渡 の 各

名誉会員から協会創主ー当時や其後に亘る懐旧談があり，

続いて東畑理事感懐を述べられて午餐会を終った。引き

続き同所で「梅原竜三郎J r桃山美術」の吹画を観賞し

て二時散会した。

建材説明会 新しい建材の説明と研究会

11 日 2時一一5時於大阪建設会館

関西建材会と共催ピノレバイプ，新塗料シ γ セイ 100，

新しい石膏プラスタ 「 耐風耐震タグミ瓦，吸音ライト，

デコラなどについて各製造会主t 国当者 h ら怒刀 k 活 路

があって黙心な聴衆者との聞に質疑応答が交された。聴、

衆車可80名で盛会であった戸

「サラン説明会J

16日 1時一一4時 於 大 林 組 講 堂

日本建設材斜協会の主催で当協会日本建築設計監理協

会関西支部，大阪府建築士会. 大阪建設業協会後援の下

に「サラ γ 」の説明会を開催した。講師は東大浜田教授

及び旭化成小林技術課長の両氏でサラ γ の性質や建築用

としてのサラ γ 及施工法等についてスライ rを使用 して;

の講演でーあった。聴衆約 100 名っ

Ｔｾ＠



昭 和 30 年 度 収 入 予 算 昭 和 初 年 度 支 出 予 算

科 自 | 予

会 費 収 入

算 1 項 |

|個 人 会 費

6. 024 ∞o  I 団 体 会 費

1地方会' ! 1 '

!  " ( 桂 会 費

予 算

2，760，000 

3，000，000 

192，000 

72，000 

ヰヰ 目 予
算 1

項 | 予

! 会 喜邑
野 |

| 殺 誌 収 入

'1' 
3藍 費 | 5，7的，蜘 i 草 描 帯 型 叩 |

講演講習会収入

11' 業 収 入

| 集 会 収 入

5，555，∞o  I 建 材 審 査 料

請負約款売上収入

} 鍛図書売上収入

雑

4，500，000 
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140，000 

100，000 

150，000 
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L 一 一
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72，000 
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合 計 I 12 帆 000 I  

事 務 費 | 698，∞o  1;二刷且 ι ニ|

{  次 号 予 告 :  

i  5 月号は 「設計シ ステ ム」についての特集を企画 i  

諸 給 与 3. 1… |超 勤 手 当 |

l '貰 与

i  しています。内容はつぎのとおりです。 i  

ｾ＠ 1  設計システムの諸問題 j  

|健 保 料 |

厚 生 年 金 保 険

l  2:  分業設計 システム i  

l  3  協同設計について ;  

i  1作品・作風」 欄には，下関市庁舎，愛知県文化会 ;  

(  館 ， 美術館，愛知県文化会館の Ｓ 点を紹介します 。ｾ

!  なお 「い k B叫 欄 を 設 け し 山 な 作 品

2  を紹介します。

l  1技術講座」はかねてからお願いして いた 阪大鷲

i 尾教授の「不規則ラ ーメγ の実用解法」を集録いた

j  します。御期待していただけると信じてします 。 ｾ

!  そのほか，教育委員会主催の「若人の雌談会 」の i  

j  記事も集録する予定です。 l

厚 生 野

キ定

|  武智 式 鉄 筋 混 凝 土 杭 基 礎 工一 1  

特 許 | 日信三角型鉄筋混凝土杭基礎工 |  

;50  

善問書及 ピ防潮

上、盛土地待

に於ける実践表

進呈

|  コシポジツト 、メイノレ ( 長尺繰杭) 基礎工ーl

測 量 ・地質調査 ・地耐力測定施工

特 砂 利 充 漢 に よ る 特 殊 施 工 法

長 支持力強大。 工事迅速。工費低廉

株 式 会 社 武 智 工 務

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市西区西長堀北通四 丁目ーO 細野ピ ル三六号

電話新町 ⑧ 九 九 五 ~ 九 九 八 番

所

算

100，000  

50.000 

140，000 

4，650，000 

220，000 

170，000 

180，000 

250，000 

300，000 

100，000 

40，000 

550，000 

250，000 

72，000 

200，000 

240，000 

50，000 

40，∞o  

96，000 

2，500，000 

100，似国O

540，000 

76， 

33， 



昭 和 初 年 度 ・ 29 年 度 収 入 予 算 比 較 表

開 和 3 0 年 度 |  昭 和 2 9 年 度 |  増 減 ム

目 l 項 | 科 目 | 羽 | 科 目 l 項

側

側

側

削

船

∞

幻

日

240，0∞ 

120，000 

1∞，000 

0  

65，000 

260，000 

200，∞o  

ム

594，000 

2，280，000 

2，900，000 

165，000 
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I  4，2ω ，0∞ 

40，∞0  

40，000 
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5，430，000 :  
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I  72，∞o  I  
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5，555，000 i  100，蜘

150，000 
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205，000 

| 個 人 会 費

! 団 体 会 費
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l 地 方 会 費

| 准 会 野 P

雑 誌 収 入

婿iiilll 習会以入

集 会 収 入

越 村 審 査 料

1背負約歌売上収入

一般図轡売上収入

| 雑

項
13 I  

科

765，000 側事 業 収 入

。

39，000 

1，398，000 

A  

竺竺」

帆 蜘 |

12，側， 0∞ |

竺竺」

入 |

日

収
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合 計 |

ム

目 額
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部
d五" -

費
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A  30，000 
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5，760，000 

4，6印，0∞
5，340，000 

4，260，000 

420，000 
390，000 
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20，000 '  
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図魯発行' I l ' 180，000 
。

180，000 

総 250，000 530，∞o  L¥. 2ω ，000 

減

T百額 l
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調 集 後 記

す 「美わしき仲間y. . . . . このことばカミ非常に好きだ。

私たちにとって，心から感動をおぼえる 。このことばと

共に感性にふれるものは，明るい色と造型的なコシポジ

ーショ γ だ。というのは，ブラ γ スの有名な画家であるブ

ェルナ γ ・レゾェが 「美わしき仲間」 という作品を画い

ているが，これは同じく彼の作品である「建設者」 と共

に，私たちにとっても必要な色と構成とのなかから，健

1療な朗るい生き方を知らしてくれるからだ。

もう一つ. r笑わしき仲間J とし、うことばで連想され

るのは，五月の閉るい空高く ，ひびきわたるメーデーの

姿だ。メ ーデーほど，勤労者の充実した力感はない。動

をと団結という構成のもとに，赤旗と集団としての服装

・の朗るさとが私たちに，健康な 「生きる 」 という感動を

ー与える。

会わたくしたち建築家は，いつもいっているように，

生活の造型仰で、なければならない。 とすれば，その制作

アプローチは，根底には，国民の生活と密接に結びつい

ている。 この国民の様々の要望を造型的に建築を通じて

表現していく過程に. r美わしき仲間」をつくり だすよ

:うにすることが，わたくしたち建築家の制作アプ ロ { チ

' ( 32貰よ り絞 り

7者の犠牲を私は大 きく貿っている。最初からきちん と図

罰金部を揃えてからの工事ではないので，施工には計画

L 性を持たせられなかっただろうし，安心の持てる材籾や

.施工法も絶対絶命に追いやられた工期の関係から安易な

ものに変えなければならなかった函も多々あった。この

:点特命の請負者としては心苦しいてんだったろうと思つ

. た事で・る 。

村野さんに対しても，こういう機械力によって日毎に

姿の変ってゆく 工程に先行して実施図面を整えてゆかな

t ければならない という有様で，心ゆく まで、の想を練って

ではなかろうか。

住宅をつくるにも，コミュニティを建設する乃も，ま

たピ J レ，商庖，娯楽場を計画するにもー美わしき仲間J

を忘れず. r美わしき仲間」の た め 美 わ し き 仲 間J

をお互にっくりだしていく。これこそー 「国民に奉仕す

る建築家」になろうと努力する姿だと思う。

公本号は劇場特集で，大阪における代表的作品である

i后鉄会館， 近険会館. OS 劇場，ア シベ劇場を紹介し

た。天候その他のため撮影などがおくれ，雑誌の発行が

おそくなったことをおわびしたし、。本文も，劇場を主に

した音響，照明，床勾配の技術入門講座が紹介できたこ

とを喜んでいる。実用的に参考となると恩われるので，

多いに活用額えたら幸いで・ある。

なお，ソグ ι ト建築に対する関心が高まっている折か

ら，村野先生を囲んでの座談会記事も面白いものとなっ

た。こんどももっと正確にソグエト建築を研究していき

たいと思う。そのため日ツの文化交流の巾をもっとひろ

げたい。五月にも学術者が多数訪ソされるのでその成果

を期待したい。

以上，御執筆たまわった各位に紙上よりお礼申し上げ

ます。来月号は 「言語十システム 」の記事をのせます。

( M )  

頂く畷もなければ，折角のいい着想を表現する理想な材

料も手当てする時日がないという実情だった。 これはお

うよそ村野さんに対して一番に不都合なやり方だったと

思われる。私はどの方面に対しても心苦しい次第で，時

によっては私の心が弱まる事もらったが，その都度，そ

れをふみ越えとび越えてどうにか予定の期日にたどりつ

いた。こんな事情だったので，この会館にあらわれてい

る悪い面は，私の方で、ゃった基本の計画がいけなかった

か，工期の関係から」七むなく安易な工法に移行した結果

であることを特に書き添えたいと思う。

( 筆 者 近 畿 日 本 鉄 道KK建築部長)

一 一 ， 

一 一 一
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産 キ塁 曾 告官 ( 東京)

設 計 ・ 施 工 株 式 曾 吐 竹 中 工 務 庖

新 築 概 要

位 置 東京都千代田直大手町1丁目 3 番地

エ 期 起 工

竣 工

昭 和 2 8 年 9 月

昭 和 3 0 年 3 月

敷 地 面 積

建 築 面 積

建 築 延 面 積

1，4 4 7 . 8 4 0 坪

1，4 0 5 . 8 2 5 坪

9，3 5 6. 8 6 3 坪

階 敷 地 下 1 階 地 上 9 階 塔 屋 付

軒 高 3  1 米

主 体 構 造 鉄 骨 鉄 筋 コ γ ク リ ー ト 造

衛 生 、 設 備 施 工 須 賀 工 業 株 式 曾 枇
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総 械 室 の 一 部

本 設 備 に 使 用 せ る 主 な る 機 器

上 水 揚 水 ポ ン プ 4/1 X  20 l P 

井 水 揚 水 ポ シ プ 4/1 X  20 l P 

工 場 揚 水 ポ Y プ 5/1 X  20 l P 

消 火 ポ ン プ 4/1 X  40 l P 

ド ν ν テヤ - J f . " プ 3/1 X  10 l P 

竪 型 汚 水 ポ Y プ 4/1 X  5  l P 

i温 水 徳 選 ポ ン プ 2/1 X  1  l P 

コ シデ ンセー 5 ヨシポンプ No. 4 x 2  l P 

空 気 圧 縮 機

ス| レーヂタン ク

圧 力 水 槽

焼 却 炉

l l P 

1.5米 x 3.0米

1.0米 x 3.0米

1.7米 x 1.5米 x 1. 2米

1， 0  0  0 砥 / 日

ナイヤ E ーズコネク ν ョγ

JJt.. クオーノレハ イドラ y ト

消 火 栓

2 台
洋 風 大 便 器 c  - 3 8  

和 風 大 便 慰 c  - 7 5  

大 型 ス トーノレ l '  - 3  0  

壁 掛 ス トーノレ u  - 3  7  

小 便 器 u - 2  3  

洗 面 態 L - 3 4 0  

洗 面 器 L - 1  

洗 面 器 L - 9  2  

2 台

2 台
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ス ロ ッ プ i ノシク S  K - 2 2 A  

S  - 4  5  

S K  - 7  

基

基

基

τ

A

可

i

市

A

水 呑 器

陶 器 流

笑 験 流

実 験 流

水 石 歯 車 抽 出 器

L  - .7 3  

L  - 2  5  

2 組

5  0 個

工事は上水給水 、弁水給水、給湯、排水通気、衛生慰具、 焼却炉の工事を施工致しました、

上水引込は 4 吋、井水は別途深井戸ポ Y プ 2 基を水源とし 、給湯 と共に各必要個所に連絡致

しました 、消火工事は工場事務所には消火栓を、 劇場舞台にはドレ γ チヤーヘッドを設けま

した 、排水用公設桝は計10個所設けそれぞれ都下水に放流しであります。

4  1 組

8  1  組

1  7 組

5  2 組

2  2 組

2  9 組

5  6  *Jl 

4 2 組

2  5 組

3 組

2 組

2 組

4 組

7  0 組
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